


令和3年度同窓会総会のお知らせ

日　時：令和3年4月29日(木) 昭和の日
　　　　　受付：午後3時
場　所：ザ クラウンパレス新阪急高知　3階
日　程：15：30　開会行事・総会
　　　　16：30　講演　加賀　隼人　氏（平成10年工業化学科卒）
　　　　17：30　卒業半世紀（昭和45年卒）  記念写真撮影
　　　　17：45　卒業半世紀（昭和46年卒）  記念写真撮影
　　　　18：00　卒業四半世紀（平成7年卒）記念写真撮影
　　　　18：15　卒業四半世紀（平成8年卒）記念写真撮影
　　　　18：30　懇親会（会費：7,000円）

※ 半世紀（昭和45年卒）・（昭和46年卒）
　 四半世紀（平成7年卒）・（平成8卒）の方は別途ご案内致します。
※ 令和3年3月卒業生及び本年に成人式を迎えられた方の会費は要りません。

演題：存在意義の実感を求めてチャレンジする

　高知工業高校から経営コンサルタント業界に入っていく人は少ないと思います。
　そして、同世代では起業する人も少ないです。今振り返ると高校生の時は全く考えてない
キャリアでした。ただ、「何かの役に立ちたい」と思い、キャリアを積んできました。
　人生を振り返るにはまだまだ取るに足らないと思いますが、様々なチャレンジの原動力は
「存在意義」の重要性に気が付き、常に「存在意義のある仕事をしたい」を願い行動してき
た結果だと思います。まだまだ浅い経験ではございますが、経営コンサルタントとして経験
させていただいたこと、企業経営者としての失敗事例をご紹介させていただきます。
　★略　歴
　　　　　1998年　太平洋セメント株式会社（旧日本セメント）
　2000年～2002年　日本分析化学専門学校入学・卒業
　2002年～2004年　新興化学工業
　2004年～2015年　デロイト・トーマツグループ
　　　　　　　　　（2013年トーマツ・イノベーション大阪支社長就任）
　　　　　2015年　ストロングポイント株式会社創業
　　　　　2019年　四国・九州で事業展開中

加賀　隼人 氏 （平成10年工業化学科卒）
ストロングポイント株式会社 代表取締役社長

令和 3 年度  総会講演講師  プロフィール

　同窓会事務局は令和3年度同窓会総会の開催に向けての準備に取り組んでおります。
　総会に参加される方は綴じ込みのハガキにてお申込みください。
　しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては中止することとなりますので
ご理解くださいますようお願い申し上げます。
　なお、中止の場合は3月上旬までに決定し、同窓会ホームページを通じてお知らせいたしま
す。開催する場合の参加申し込みについては巻末のはがきをご利用ください。　　　　　

◎開催の場合
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愛校募金（1口2,000円）

愛校募金のお願い
　同窓生の皆様におかれましては、益々ご健勝にてご活躍のこととお喜び申し上げます。平素は
同窓会の活動にご支援ご協力を賜り誠にありがとうございます。
　さて、高知県立高知工業高等学校が創立110周年を迎える日が近づいて参りました。明治45年
5月4日、竹内綱・明太郎父子が「工業富国基」の理念のもとに私立高知工業学校を創立して以来、
令和4年で110周年を迎えます。同窓生は30,000人を超え、わが国の近代化と豊かな社会づくりに
大きく貢献していることは誠に誇りとするところであります。
　近年、同窓会では、平成9年に創立者伝記『工業ハ富国ノ基』を発刊、平成10年度より奨学金
貸与事業を平成31年度まで継続しました。同12年に母校発祥の地に記念碑を建立、創立90周年に
は竹内綱・明太郎父子の生誕地宿毛市に記念碑を建立、創立100周年には本校へ図書の寄贈、平
成30年度からは本校ジュニアマイスター顕彰支援および課題研究発表会最優秀科表彰、令和元年
度より学校管理バスリース支援など、母校の隆盛・発展に寄与する活動を実施して参りました。
　学校創立110周年を契機にして、生徒のクラブ活動に供するための大型ワゴン車リース、歴史
的機械展示室の整備、教育のデジタル化に支援し、在校生の輝く笑顔と共に110周年の節目を祝
いたいと願っています。
　新型コロナウイルス感染症が未だ収束しない中でございますが、下記の要領で『創立110周年
記念愛校募金』を行いますので、何卒ご協力いただきたくお願い申し上げます。

記
　(1)募金目標額    1,500万円　大型ワゴン車リース・歴史的機械資料室の整備・
　　　　　　　　　　　　　　記念講演・アトラクション・会場費等
　(2)募 金 単 位　1口2,000円（5口以上を希望します）
　(3)募 金 期 間　令和3年4月30日～令和4年3月31日
　(4)応 募 方 法　払込取扱票（郵便局）　
　(5)領　収　書　必要な方はご連絡下さい。

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
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この場所には、何も記載しないでください。

高知県立高知工業高等学校創立110周年記念行事（予定）

日　時　令和4年4月29日（金）昭和の日　9：30～12：30

会　場　高知県立県民体育館

　　　　開 式 辞
　　　　記念式典　　 9：30～10：10
　　　　記念講演　　10：20～11：40
　　　　　　＊講師　京都大学大学院工学研究科教授　木村　亮氏
　　　　　　＊演題　世界の道を住民とともに土のうで直す
　　　　アトラクション　11：50～12：20　『山田太鼓』
　　　　閉 会 辞　　12：20～12：30

※詳細は会報61号にてお知らせいたします。
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創立110周年に向けて創立110周年に向けて

同窓会会長　右城　　猛（昭和45年土木科卒）

１．新型コロナウイルスの影響

　同窓生の皆様におかれましては、益々ご健勝

にてご活躍のこととお喜び申し上げます。平素

は同窓会の活動にご支援ご協力を賜り誠にあり

がとうございます。

　令和元年12月に中国武漢で発見された新型コ

ロナウイルス（COVID-19）感染症拡大の影響

で、人々が集まる会議や宴会などのイベントが

ことごとく中止や延期になっています。東京オ

リンピック・パラリンピックの開催も本年に延

期されました。

　新型コロナウイルス感染症の被害に遭われた

皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、

一日も早い回復をお祈りいたします。

　令和2年4月29日に開催を予定していた同窓会

総会は、このような状況下であったため中止

し、令和元年度の事業報告・決算報告、令和2年

度事業計画案・予算案を書面表決とさせていた

だきました。皆様のご協力に感謝申し上げま

す。

　県外および県内の各支部からも今年度の総会

を中止または延期するという連絡をいただいて

います。会員の皆様にお会いすることができな

いのは誠に残念です。

２．同窓会の事業

　同窓会は、昭和32年に誕生しました。以来、

会員相互の親睦と母校の発展に尽くすことを目

的として、各種の事業を行っています。ここで

は、その一端を紹介させていただきます。

　平成4年の創立80周年記念事業では、80周年記

念誌の発刊、体育館緞帳・校章・トレーニング

マシンを母校へ寄贈しました。

　同9年には創立者伝記『工業ハ富国ノ基』を発

刊。同12年には母校発祥の地に記念碑を建立、

創立90周年には竹内綱・明太郎父子の生誕地宿

毛市に記念碑を建立しました。

　同24年の創立100周年記念事業では、記念誌の

発刊、図書と書架を母校へ寄贈、校訓モニュメ

ントの制作と設置などを行いました。

　

　同26年には、クラブ活動の遠征に利用するマ

イクロバスリースを支援しています。

　恒例の学校行事に対しては、5月の開校記念講

演会への協賛、9月の就職模擬面接への協力、2

月の課題研究発表会表彰、卒業式でジュニアマ

イスター顕彰制度表彰、印鑑・襟章の贈呈を

行っています。

　こうした事業を実施できるのは、会員の皆様

からの協賛募金や協賛広告のおかげであり、心

より御礼申し上げます。

３．創立110周年に向けて

　『工業ハ富国ノ基』の理念のもとに竹内綱・明

太郎父子が私立高知工業学校を開校したのは、

明治45年5月4日です。

　創立110周年を迎える令和4年4月29日「昭和の

日」に、記念式典、講演会、アトラクション、

祝賀会を開催すべく準備を進めています。当

日、令和4年度同窓会総会も開催する予定です。

　また、記念事業として会員名簿の発刊を予定

していますが、母校の発展に資する事業につい

ても検討しています。同窓生の皆様には「愛校

募金」への協力をよろしくお願いいたします。

　詳細につきましては、常任役員会で検討し、

理事会に諮った後に会員の皆様にお知らせいた

します。

　コロナ禍で大変な折りでございますが、創立

110周年協賛募金・広告に特別のご厚情を賜りた

く心よりお願い申し上げます。
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校長　北村　晋助

ご挨拶（校長）ご挨拶（校長）

　同窓生の皆様におかれましては、ますますご健

勝にてご活躍のことと存じ上げます。また、日ご

ろから母校の教育活動の充実・発展のためご支

援・ご協力を賜り、心から感謝申し上げます。同

窓生の皆様がそれぞれの地域・職場でご活躍され

ながら、常に母校に対しても気に掛けてくださっ

ていることは誠にありがたく、感謝しております。

   私はこの春に着任いたしました、北村と申しま

す。本校は初めての勤務であり、不慣れでご迷惑

をお掛けすることも多々あると思いますが、この

歴史と伝統のある学校で勤務できることを誇りに

思い、教職員一同力を合わせて日本一の工業高校

を目指し、精一杯がんばりますので、どうぞよろ

しくお願いします。

   3月には全日制269名、定時制12名の卒業生を送

り出し、卒業生総数も全定あわせて、30,267名と

なり、3万人を突破しております。また、4月には

全日制250名、定時制33名が本校生徒として新た

に入学し、現在、全日制767名、定時制77名、計

844名の生徒が、学習や部活動などに頑張ってい

ます。定時制では本年度から電気科専修コースが

設置され、さらに学びの場が広がっております。

   さて、本年度は、新型コロナウイルスの影響で

新年度早々長期の休業となり、これまでにない新

年度のスタートとなりました。5月20日に学校再

開となりましたが、コロナ対策や授業時間の確保

など、行事の見直しや夏期休業の短縮などの対応

に迫られ、頭を悩ましながら教育活動を進めてお

ります。いろいろな制限はありますが本年度も引

き続き、進路保障、資格取得、部活動や研究活動

の充実という三つの柱を掲げ、全国レベルで戦い

のできる学校を目指し、取り組んでおります。

   昨年度も、多くの運動部が全国大会へコマを進

め、全国規模の各種コンテストでも多数が入賞を

するなど立派な成果を上げております。特に、ソ

フトボール部では、Ｕ18Ｗ杯での活躍が報道でも

大きく取り上げられました。しかし、ソフトボー

ル部も含め、春に実施される予定でありました全

国選抜大会の出場権を獲得していたいくつかの部

活動は出場できず、悔しくつらい思いをした生徒

もおりました。今年度の高知県高等学校体育大会

（県体）も、競技ごとに判断され、中止や実施時

期を遅らして分散開催されるなど、部活動にとっ

てもこれまでにない状況となりました。生徒たち

はそれぞれ目標を再設定しながら日々頑張ってお

ります。ボート部は県大会で部門優勝し全国大会

に出場、陸上部では県大会の5000ｍ競歩で優勝、

全国大会では県記録及び四国記録を更新し準優勝

の快挙を成し遂げました。今後もそれぞれの競技

やコンテストの活躍を大変期待しております。

   資格取得では、合格が極めて難しい測量士に昨

年度3年連続の合格や、測量士補、インテリア設

計士、建築、土木の施工管理技術検定試験など、

社会に出ても十分評価される高難度の資格取得者

数は増加し、その実績は高く評価され、今年度も

引き続き頑張っております。また、この春の卒業

生の進路状況は、51％が就職、49％が進学でした。

就職では、生徒たちの努力はもちろんですが、百

余年の歴史と伝統、地域や、各職場における同窓

生の実績に対する高い評価に支えられ、19年間連

続就職内定率100％を維持しています。同窓生の

皆様には深く感謝いたしております。進学では約

6割が大学・短大で、国公立大学へは12名が進学

いたしました。今年の就職試験は、コロナの影響

で1ヶ月遅れの10月16日から実施されました。例年

実施しております受験前の模擬面接には同窓生の

みなさんに多数ご参加いただき一人一人に丁寧に

ご指導いただき、誠にありがとうございました。

進学を目指す生徒も含めまして、生徒全員が希望

する進路実現ができるよう取り組んでおります。

   今後も新型コロナウイルスの影響は続くと思わ

れます。生徒にはこの逆境を乗り越え、どんな状

況でも、常に前向きで、チャレンジ精神を忘れず、

それぞれの目標・夢の実現に取り組んでほしいと

願っています。

   結びに、同窓生の皆様には「チーム高知工業」

の一員として、今後ともご支援、ご協力をお願い

申し上げますとともに、同窓生の皆様のご活躍と

ご健勝を、ご祈念申し上げご挨拶といたします。
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１． はじめに
　幕末の文久２年（１８６２）に、佐川で生まれた廣井勇（ひろいいさみ）は、明治・大正・昭和に、

土木技術者として近代土木の発展に大きく貢献しました。その業績と生き方を我が国の将来を担う多

くの若者に知ってもらいたい、そう願って平成３０年５月に「廣井勇を顕彰する会」を設立し、銅像

建立に向けて広報活動を行ってきました。

　志を同じくする多くの人々から賛同をいただくことができ、令和３年４月１７日に銅像建立式典を

挙行する運びになりました。その報告と廣井勇の業績を紹介するために、寄稿させていただきます。「廣

井勇を顕彰する会」には、副会長に右城猛氏（昭和４５年土木科卒）、幹事に吉良勉、久保田明氏（昭

和５２年土木科卒）、佐々木武氏（平成３年土木科卒）、安田省治氏（平成４年土木科卒）が参加して

います。

２． 牧野富太郎と同じ佐川生まれ
　廣井勇は今から１６０年程前の文久２年に、現在の佐川町上郷に生まれました。同年には牧野富太

郎も生まれており、郷校「名教館」で共に勉強しています。父から漢書を学び、祖母から昔話や人物

伝を聞かされて育ちました。その中に八田堰や手結港を造った野中兼山の話が良く出てきたと言われ

ています。８歳で父を亡くし、１０歳の時叔父の片岡利和（幕末の志士で明治天皇の侍従）を頼って

上京し、玄関番をしながら勉強に励みました。

　
３．札幌農学校に学ぶ
　明治１０年（１８７７）１５歳のとき、官費生（授業料等が無料となる）

を募集している札幌農学校の第二期生に応募し、最年少で入学します。

二期生には将来名をなした人が多く、内村鑑三、新渡戸稲造、宮部金吾

などがいました。

　札幌農学校は、明治９年に開校され、初代副校長はアメリカから招聘

された「ボーイズ・ビー・アンビシャス：少年よ大志を抱け」で有名なクラー

ク博士です。二期生は、２代目教頭の「ウイリアム・ホイラー」から土

木工学、測量学、数学、図学などを学びました。講義や教科書は全て英

語であり、廣井は講義内容をメモに取り、宿舎でぺンで浄書して、提出

していました。このような厳しい訓練により、苦しい勉学に耐える強靱

な精神力を身につけたと思われます。また、札幌農学校ではキリスト教

を基本とした人格教育も重視され、廣井らもキリスト教の洗礼を受けて

います。

４．自費でアメリカに留学
　１８８１年に札幌農学校を卒業後、廣井は「ア

メリカに留学し、土木工学を極めたい」と考え、

２年間生活費を切り詰め貯金をして２１歳の時ア

メリカに４年間私費留学しました。

　最初はミシシッピ川の河川工事などに携わり、

その後鉄道会社、橋梁会社などに勤務して滞在費

用を稼ぎながら土木の現場を体験しつつ勉学に励

み、土木技術者としての腕を磨きました。

　そして「プレートガーダー・コンストラクショ

ン」という英文の書籍を発行しました。この本は

アメリカで高い評価を受け橋梁技術者の教科書と

なったのです。

５．百年の波浪に耐える北防波堤建設
　１８８９年に帰国した廣井は、札幌農学校の教授と北海道庁の技師を兼任することになりました。

１８９７年、初代小樽築港事務所長に任命され、日本海の荒波から小樽港を守る北防波堤の建設を、

１０年間にわたって陣頭指揮しました。

　セメントに火山灰を混ぜた経済的で耐久性の高

いコンクリート・ブロックを作り、そのブロック

を斜め積みにする工夫をして、長持ちする丈夫な

構造の防波堤としました。右の写真は、イギリス

製の積畳機タイタンで北防波堤の先端でブロック

を斜め積みしている様子です。

　この北防波堤は、建設から１００年以上たった

今も現役です。また使用したコンクリートの耐久

性試験用に６万個のテストピースを作成してお

り、現在も強度試験が継続されています。

　更に、廣井が提案した波力の計算式は「廣井「積

畳機タイタン（北海道開発局所蔵）」公式」とし

て呼ばれ永く港湾構造物の設計に使われていま

す。

６．｢廣井山脈｣と呼ばれる人材育成
　廣井勇の業績は高く評価され、３７歳の若さで東京帝国大学工科大学の教授となりました。廣井の

最大の業績は、教授として２０年間に６００人近い優秀な若者を送り出したことです。廣井は、遅刻

を許さず、無駄遣いを嫌い、正義感を持ち、学生の長所を生かす指導を行いました。

吉良　勉（昭和45年3月土木科卒業）

近代土木の礎を築いた　清きエンジニア　

廣井  勇の銅像建立について

近代土木の礎を築いた　清きエンジニア　

廣井  勇の銅像建立について

　教え子には、廣井の後継所長として小樽港の防波堤を完成させた伊

藤長右衛門、パナマ運河建設に参画した青山士、不毛の大地に東洋一

のダムと水路を造り台湾最大の穀倉地帯に変えた八田興一、中朝国境

を流れる鴨緑江に水豊ダムを完成させた久保田豊など、実に多くの傑

出した人材が育っていきました。

　四国出身者にも、台湾の日月潭水力発電所工事に参画した堀見末子

（高知県佐川村）､信濃川・大河津分水修復工事を行った宮本武之輔（愛

媛県）、アメリカで３０橋、日本で５０橋の橋梁を設計した増田淳（香

川県）がいます。

　彼らは、出世することよりも民衆のために生きることを廣井から学

び、港や堤防、ダム、道路、橋などの土木工事に力を注ぎました。　

7．廣井の功績を訪ねて
　「廣井勇を顕彰する会」の事業の一環で、廣井勇に関する資料や業績を調査するため、２０１８年９

月３日から２泊３日の日程で札幌と小樽を視察してきました。訪問先は北海道大学、小樽運河公園、

小樽港湾事務所、小樽市役所、手宮公園などです。参加者は、岡村甫会長を団長に１９名で参加しました。

先導役は小樽市ふれあい観光大使の手島肇氏にお願いしました。

１） 北海道大学札幌キャンパス（前進：札幌農学校）

　最初の訪問先は北海道大学札幌キャンパスにある大学文書館です。わたしたちのために廣井勇関連

の資料を一室に陳列し、二人の学芸員が展示資料一つ一つを詳しく説明して下さった。その説明から、

廣井を心の底から尊敬し、北海道大学の誇りであるとの思いが伝わってきました。

　廣井の直筆の講義ノートも陳列されていました。

全てペン字の英文で書かれていました。２０歳に

も満たない少年が書いたとはとても思えない美し

いノートでした。学校での英語の講義を鉛筆で筆

記し、宿舎に帰ってペンで丁寧に浄書し、毎日こ

のような受講ノートを作成することは並大抵の努

力では出来ません。

　展示されていた成績表をみると、一年生の時の

廣井は１７人中１１番であるが、２年生で９番に

なり、最後の４年では１２人中３番目になってい

ます。努力の結晶が成績表に現れている様に思わ

れます。その次には、北海道大学付属図書館と工

学部図書館を訪問しました。　　　　　　　　

２）小樽市総合博物館運河館

　小樽市総合博物館では、石川直館長から、小樽港や運河と廣井勇との関係などについて説明を受け

ました。防波堤建設当時、小樽港を運河方式か埠頭方式にするかで騒ぎとなり、いったんは埠頭方式

に決まっていました。

　廣井は欧米の港湾視察からの帰国後、小樽市役所で「貨物の種類並びに荷造りの方法からみて埠頭

岸壁方式は時期尚早、まずは運河を造りはしけによる従来の荷役方式を生かすべき」と講演をし、運

河方式に変更となりました。廣井は常に民衆の立場に立って判断していたことから、小樽市民は今で

も廣井を「廣井先生」と尊敬の念を込めて呼んでいるそうです。

　運河公園では、「廣井勇の胸像」や廣井の後継所長として南防波堤、島防波堤、北副防波堤を完成さ

せた「伊藤長右衛門の胸像」を見学しました。廣井は「小樽港の生みの親」と呼ばれ、伊藤は「小樽

港の育ての親」として小樽市民から尊敬をされています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３）小樽港湾事務所

　次に小樽港の南側にある北海道開発局小樽港湾事務所を訪問しました。最初に現在の小樽港湾事務所

長の矢野隆博氏から「北海道における廣井勇の活動と教え子たちの北海道開拓」について講演をしてい

ただきました。

　その後事務所内の資料コーナーと巡視船に乗って「小樽港」港内と北防波堤を見学させていただきま

した。北防波堤は完成から１１０年が経過していますが、本体部分は変形や損傷が見られず健全そのも

ので、当時の施工技術のレベルの高さには驚嘆させられました。

４）小樽市長を表敬訪問

　最初に廣井勇研究家の渡辺氏が、北海道新聞の前進の北海タイムスに掲載されていた廣井に関する昔

の新聞記事のコピーを下さり、北防波堤建設当時のエピソード等を熱心に語っていただきました。９月

に就任したばかりの迫俊哉市長からは、廣井勇先生は小樽市と札幌市の小学校の副読本になっていると

いう紹介がありました。

　今回の視察旅行は廣井勇の偉大さを再確認するとともに、廣井の生き方をもっと学び、未来ある多く

の若者に廣井の生き方を伝えていかなければならないと強く感じる旅となりました。

8．おわりに
　銅像の建立場所は廣井勇の生誕地佐川町上町の「旧青山文庫」の敷地に建立することになっています。

銅像制作者は彫刻家の大野良一氏（本校工芸科４３年卒）です。

　令和１年７月から令和２年６月までに寄付金

を募集したところ、個人寄付者８７８名、企業・

団体寄付者１６８社の多くの皆様の賛同をいた

だくことができ、目標額も達成することが出来

ました。ご協力下さった皆様に心より感謝申し

上げます。

　銅像建立を機に、「廣井勇の様な大きな志を

もった土木エンジニアが我が国から多数誕生す

る」こと、「銅像のある佐川に、全国の土木エン

ジニアたちが廣井に会いに訪れる」こと、「廣井

勇の生き方を若者に伝えるためのシンポジウム

を開催する」ことなどを夢見ています。　　　

　　　　　　　　　　　

「入校時の勇少年」
高崎哲朗氏土木学会誌投稿引用

会員便り
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１． はじめに
　幕末の文久２年（１８６２）に、佐川で生まれた廣井勇（ひろいいさみ）は、明治・大正・昭和に、

土木技術者として近代土木の発展に大きく貢献しました。その業績と生き方を我が国の将来を担う多

くの若者に知ってもらいたい、そう願って平成３０年５月に「廣井勇を顕彰する会」を設立し、銅像

建立に向けて広報活動を行ってきました。

　志を同じくする多くの人々から賛同をいただくことができ、令和３年４月１７日に銅像建立式典を

挙行する運びになりました。その報告と廣井勇の業績を紹介するために、寄稿させていただきます。「廣

井勇を顕彰する会」には、副会長に右城猛氏（昭和４５年土木科卒）、幹事に吉良勉、久保田明氏（昭

和５２年土木科卒）、佐々木武氏（平成３年土木科卒）、安田省治氏（平成４年土木科卒）が参加して

います。

２． 牧野富太郎と同じ佐川生まれ
　廣井勇は今から１６０年程前の文久２年に、現在の佐川町上郷に生まれました。同年には牧野富太

郎も生まれており、郷校「名教館」で共に勉強しています。父から漢書を学び、祖母から昔話や人物

伝を聞かされて育ちました。その中に八田堰や手結港を造った野中兼山の話が良く出てきたと言われ

ています。８歳で父を亡くし、１０歳の時叔父の片岡利和（幕末の志士で明治天皇の侍従）を頼って

上京し、玄関番をしながら勉強に励みました。

　
３．札幌農学校に学ぶ
　明治１０年（１８７７）１５歳のとき、官費生（授業料等が無料となる）

を募集している札幌農学校の第二期生に応募し、最年少で入学します。

二期生には将来名をなした人が多く、内村鑑三、新渡戸稲造、宮部金吾

などがいました。

　札幌農学校は、明治９年に開校され、初代副校長はアメリカから招聘

された「ボーイズ・ビー・アンビシャス：少年よ大志を抱け」で有名なクラー

ク博士です。二期生は、２代目教頭の「ウイリアム・ホイラー」から土

木工学、測量学、数学、図学などを学びました。講義や教科書は全て英

語であり、廣井は講義内容をメモに取り、宿舎でぺンで浄書して、提出

していました。このような厳しい訓練により、苦しい勉学に耐える強靱

な精神力を身につけたと思われます。また、札幌農学校ではキリスト教

を基本とした人格教育も重視され、廣井らもキリスト教の洗礼を受けて

います。

４．自費でアメリカに留学
　１８８１年に札幌農学校を卒業後、廣井は「ア

メリカに留学し、土木工学を極めたい」と考え、

２年間生活費を切り詰め貯金をして２１歳の時ア

メリカに４年間私費留学しました。

　最初はミシシッピ川の河川工事などに携わり、

その後鉄道会社、橋梁会社などに勤務して滞在費

用を稼ぎながら土木の現場を体験しつつ勉学に励

み、土木技術者としての腕を磨きました。

　そして「プレートガーダー・コンストラクショ

ン」という英文の書籍を発行しました。この本は

アメリカで高い評価を受け橋梁技術者の教科書と

なったのです。

５．百年の波浪に耐える北防波堤建設
　１８８９年に帰国した廣井は、札幌農学校の教授と北海道庁の技師を兼任することになりました。

１８９７年、初代小樽築港事務所長に任命され、日本海の荒波から小樽港を守る北防波堤の建設を、

１０年間にわたって陣頭指揮しました。

　セメントに火山灰を混ぜた経済的で耐久性の高

いコンクリート・ブロックを作り、そのブロック

を斜め積みにする工夫をして、長持ちする丈夫な

構造の防波堤としました。右の写真は、イギリス

製の積畳機タイタンで北防波堤の先端でブロック

を斜め積みしている様子です。

　この北防波堤は、建設から１００年以上たった

今も現役です。また使用したコンクリートの耐久

性試験用に６万個のテストピースを作成してお

り、現在も強度試験が継続されています。

　更に、廣井が提案した波力の計算式は「廣井「積

畳機タイタン（北海道開発局所蔵）」公式」とし

て呼ばれ永く港湾構造物の設計に使われていま

す。

６．｢廣井山脈｣と呼ばれる人材育成
　廣井勇の業績は高く評価され、３７歳の若さで東京帝国大学工科大学の教授となりました。廣井の

最大の業績は、教授として２０年間に６００人近い優秀な若者を送り出したことです。廣井は、遅刻

を許さず、無駄遣いを嫌い、正義感を持ち、学生の長所を生かす指導を行いました。

　教え子には、廣井の後継所長として小樽港の防波堤を完成させた伊

藤長右衛門、パナマ運河建設に参画した青山士、不毛の大地に東洋一

のダムと水路を造り台湾最大の穀倉地帯に変えた八田興一、中朝国境

を流れる鴨緑江に水豊ダムを完成させた久保田豊など、実に多くの傑

出した人材が育っていきました。

　四国出身者にも、台湾の日月潭水力発電所工事に参画した堀見末子

（高知県佐川村）､信濃川・大河津分水修復工事を行った宮本武之輔（愛

媛県）、アメリカで３０橋、日本で５０橋の橋梁を設計した増田淳（香

川県）がいます。

　彼らは、出世することよりも民衆のために生きることを廣井から学

び、港や堤防、ダム、道路、橋などの土木工事に力を注ぎました。　

7．廣井の功績を訪ねて
　「廣井勇を顕彰する会」の事業の一環で、廣井勇に関する資料や業績を調査するため、２０１８年９

月３日から２泊３日の日程で札幌と小樽を視察してきました。訪問先は北海道大学、小樽運河公園、

小樽港湾事務所、小樽市役所、手宮公園などです。参加者は、岡村甫会長を団長に１９名で参加しました。

先導役は小樽市ふれあい観光大使の手島肇氏にお願いしました。

１） 北海道大学札幌キャンパス（前進：札幌農学校）

　最初の訪問先は北海道大学札幌キャンパスにある大学文書館です。わたしたちのために廣井勇関連

の資料を一室に陳列し、二人の学芸員が展示資料一つ一つを詳しく説明して下さった。その説明から、

廣井を心の底から尊敬し、北海道大学の誇りであるとの思いが伝わってきました。

　廣井の直筆の講義ノートも陳列されていました。

全てペン字の英文で書かれていました。２０歳に

も満たない少年が書いたとはとても思えない美し

いノートでした。学校での英語の講義を鉛筆で筆

記し、宿舎に帰ってペンで丁寧に浄書し、毎日こ

のような受講ノートを作成することは並大抵の努

力では出来ません。

　展示されていた成績表をみると、一年生の時の

廣井は１７人中１１番であるが、２年生で９番に

なり、最後の４年では１２人中３番目になってい

ます。努力の結晶が成績表に現れている様に思わ

れます。その次には、北海道大学付属図書館と工

学部図書館を訪問しました。　　　　　　　　

２）小樽市総合博物館運河館

　小樽市総合博物館では、石川直館長から、小樽港や運河と廣井勇との関係などについて説明を受け

ました。防波堤建設当時、小樽港を運河方式か埠頭方式にするかで騒ぎとなり、いったんは埠頭方式

に決まっていました。

　廣井は欧米の港湾視察からの帰国後、小樽市役所で「貨物の種類並びに荷造りの方法からみて埠頭

岸壁方式は時期尚早、まずは運河を造りはしけによる従来の荷役方式を生かすべき」と講演をし、運

河方式に変更となりました。廣井は常に民衆の立場に立って判断していたことから、小樽市民は今で

も廣井を「廣井先生」と尊敬の念を込めて呼んでいるそうです。

　運河公園では、「廣井勇の胸像」や廣井の後継所長として南防波堤、島防波堤、北副防波堤を完成さ

せた「伊藤長右衛門の胸像」を見学しました。廣井は「小樽港の生みの親」と呼ばれ、伊藤は「小樽

港の育ての親」として小樽市民から尊敬をされています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３）小樽港湾事務所

　次に小樽港の南側にある北海道開発局小樽港湾事務所を訪問しました。最初に現在の小樽港湾事務所

長の矢野隆博氏から「北海道における廣井勇の活動と教え子たちの北海道開拓」について講演をしてい

ただきました。

　その後事務所内の資料コーナーと巡視船に乗って「小樽港」港内と北防波堤を見学させていただきま

した。北防波堤は完成から１１０年が経過していますが、本体部分は変形や損傷が見られず健全そのも

ので、当時の施工技術のレベルの高さには驚嘆させられました。

４）小樽市長を表敬訪問

　最初に廣井勇研究家の渡辺氏が、北海道新聞の前進の北海タイムスに掲載されていた廣井に関する昔

の新聞記事のコピーを下さり、北防波堤建設当時のエピソード等を熱心に語っていただきました。９月

に就任したばかりの迫俊哉市長からは、廣井勇先生は小樽市と札幌市の小学校の副読本になっていると

いう紹介がありました。

　今回の視察旅行は廣井勇の偉大さを再確認するとともに、廣井の生き方をもっと学び、未来ある多く

の若者に廣井の生き方を伝えていかなければならないと強く感じる旅となりました。

8．おわりに
　銅像の建立場所は廣井勇の生誕地佐川町上町の「旧青山文庫」の敷地に建立することになっています。

銅像制作者は彫刻家の大野良一氏（本校工芸科４３年卒）です。

　令和１年７月から令和２年６月までに寄付金

を募集したところ、個人寄付者８７８名、企業・

団体寄付者１６８社の多くの皆様の賛同をいた

だくことができ、目標額も達成することが出来

ました。ご協力下さった皆様に心より感謝申し

上げます。

　銅像建立を機に、「廣井勇の様な大きな志を

もった土木エンジニアが我が国から多数誕生す

る」こと、「銅像のある佐川に、全国の土木エン

ジニアたちが廣井に会いに訪れる」こと、「廣井

勇の生き方を若者に伝えるためのシンポジウム

を開催する」ことなどを夢見ています。　　　

　　　　　　　　　　　

「プレートガーダー・コンストラクション
青山文庫所蔵）」

「積畳機タイタン（北海道開発局所蔵）」

「北防波堤　Ｌ＝1289ｍ」 「現在の小樽港と北防波堤を南側より望む」

北
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１． はじめに
　幕末の文久２年（１８６２）に、佐川で生まれた廣井勇（ひろいいさみ）は、明治・大正・昭和に、

土木技術者として近代土木の発展に大きく貢献しました。その業績と生き方を我が国の将来を担う多

くの若者に知ってもらいたい、そう願って平成３０年５月に「廣井勇を顕彰する会」を設立し、銅像

建立に向けて広報活動を行ってきました。

　志を同じくする多くの人々から賛同をいただくことができ、令和３年４月１７日に銅像建立式典を

挙行する運びになりました。その報告と廣井勇の業績を紹介するために、寄稿させていただきます。「廣

井勇を顕彰する会」には、副会長に右城猛氏（昭和４５年土木科卒）、幹事に吉良勉、久保田明氏（昭

和５２年土木科卒）、佐々木武氏（平成３年土木科卒）、安田省治氏（平成４年土木科卒）が参加して

います。

２． 牧野富太郎と同じ佐川生まれ
　廣井勇は今から１６０年程前の文久２年に、現在の佐川町上郷に生まれました。同年には牧野富太

郎も生まれており、郷校「名教館」で共に勉強しています。父から漢書を学び、祖母から昔話や人物

伝を聞かされて育ちました。その中に八田堰や手結港を造った野中兼山の話が良く出てきたと言われ

ています。８歳で父を亡くし、１０歳の時叔父の片岡利和（幕末の志士で明治天皇の侍従）を頼って

上京し、玄関番をしながら勉強に励みました。

　
３．札幌農学校に学ぶ
　明治１０年（１８７７）１５歳のとき、官費生（授業料等が無料となる）

を募集している札幌農学校の第二期生に応募し、最年少で入学します。

二期生には将来名をなした人が多く、内村鑑三、新渡戸稲造、宮部金吾

などがいました。

　札幌農学校は、明治９年に開校され、初代副校長はアメリカから招聘

された「ボーイズ・ビー・アンビシャス：少年よ大志を抱け」で有名なクラー

ク博士です。二期生は、２代目教頭の「ウイリアム・ホイラー」から土

木工学、測量学、数学、図学などを学びました。講義や教科書は全て英

語であり、廣井は講義内容をメモに取り、宿舎でぺンで浄書して、提出

していました。このような厳しい訓練により、苦しい勉学に耐える強靱

な精神力を身につけたと思われます。また、札幌農学校ではキリスト教

を基本とした人格教育も重視され、廣井らもキリスト教の洗礼を受けて

います。

４．自費でアメリカに留学
　１８８１年に札幌農学校を卒業後、廣井は「ア

メリカに留学し、土木工学を極めたい」と考え、

２年間生活費を切り詰め貯金をして２１歳の時ア

メリカに４年間私費留学しました。

　最初はミシシッピ川の河川工事などに携わり、

その後鉄道会社、橋梁会社などに勤務して滞在費

用を稼ぎながら土木の現場を体験しつつ勉学に励

み、土木技術者としての腕を磨きました。

　そして「プレートガーダー・コンストラクショ

ン」という英文の書籍を発行しました。この本は

アメリカで高い評価を受け橋梁技術者の教科書と

なったのです。

５．百年の波浪に耐える北防波堤建設
　１８８９年に帰国した廣井は、札幌農学校の教授と北海道庁の技師を兼任することになりました。

１８９７年、初代小樽築港事務所長に任命され、日本海の荒波から小樽港を守る北防波堤の建設を、

１０年間にわたって陣頭指揮しました。

　セメントに火山灰を混ぜた経済的で耐久性の高

いコンクリート・ブロックを作り、そのブロック

を斜め積みにする工夫をして、長持ちする丈夫な

構造の防波堤としました。右の写真は、イギリス

製の積畳機タイタンで北防波堤の先端でブロック

を斜め積みしている様子です。

　この北防波堤は、建設から１００年以上たった

今も現役です。また使用したコンクリートの耐久

性試験用に６万個のテストピースを作成してお

り、現在も強度試験が継続されています。

　更に、廣井が提案した波力の計算式は「廣井「積

畳機タイタン（北海道開発局所蔵）」公式」とし

て呼ばれ永く港湾構造物の設計に使われていま

す。

６．｢廣井山脈｣と呼ばれる人材育成
　廣井勇の業績は高く評価され、３７歳の若さで東京帝国大学工科大学の教授となりました。廣井の

最大の業績は、教授として２０年間に６００人近い優秀な若者を送り出したことです。廣井は、遅刻

を許さず、無駄遣いを嫌い、正義感を持ち、学生の長所を生かす指導を行いました。

　教え子には、廣井の後継所長として小樽港の防波堤を完成させた伊

藤長右衛門、パナマ運河建設に参画した青山士、不毛の大地に東洋一

のダムと水路を造り台湾最大の穀倉地帯に変えた八田興一、中朝国境

を流れる鴨緑江に水豊ダムを完成させた久保田豊など、実に多くの傑

出した人材が育っていきました。

　四国出身者にも、台湾の日月潭水力発電所工事に参画した堀見末子

（高知県佐川村）､信濃川・大河津分水修復工事を行った宮本武之輔（愛

媛県）、アメリカで３０橋、日本で５０橋の橋梁を設計した増田淳（香

川県）がいます。

　彼らは、出世することよりも民衆のために生きることを廣井から学

び、港や堤防、ダム、道路、橋などの土木工事に力を注ぎました。　

7．廣井の功績を訪ねて
　「廣井勇を顕彰する会」の事業の一環で、廣井勇に関する資料や業績を調査するため、２０１８年９

月３日から２泊３日の日程で札幌と小樽を視察してきました。訪問先は北海道大学、小樽運河公園、

小樽港湾事務所、小樽市役所、手宮公園などです。参加者は、岡村甫会長を団長に１９名で参加しました。

先導役は小樽市ふれあい観光大使の手島肇氏にお願いしました。

１） 北海道大学札幌キャンパス（前進：札幌農学校）

　最初の訪問先は北海道大学札幌キャンパスにある大学文書館です。わたしたちのために廣井勇関連

の資料を一室に陳列し、二人の学芸員が展示資料一つ一つを詳しく説明して下さった。その説明から、

廣井を心の底から尊敬し、北海道大学の誇りであるとの思いが伝わってきました。

　廣井の直筆の講義ノートも陳列されていました。

全てペン字の英文で書かれていました。２０歳に

も満たない少年が書いたとはとても思えない美し

いノートでした。学校での英語の講義を鉛筆で筆

記し、宿舎に帰ってペンで丁寧に浄書し、毎日こ

のような受講ノートを作成することは並大抵の努

力では出来ません。

　展示されていた成績表をみると、一年生の時の

廣井は１７人中１１番であるが、２年生で９番に

なり、最後の４年では１２人中３番目になってい

ます。努力の結晶が成績表に現れている様に思わ

れます。その次には、北海道大学付属図書館と工

学部図書館を訪問しました。　　　　　　　　

２）小樽市総合博物館運河館

　小樽市総合博物館では、石川直館長から、小樽港や運河と廣井勇との関係などについて説明を受け

ました。防波堤建設当時、小樽港を運河方式か埠頭方式にするかで騒ぎとなり、いったんは埠頭方式

に決まっていました。

　廣井は欧米の港湾視察からの帰国後、小樽市役所で「貨物の種類並びに荷造りの方法からみて埠頭

岸壁方式は時期尚早、まずは運河を造りはしけによる従来の荷役方式を生かすべき」と講演をし、運

河方式に変更となりました。廣井は常に民衆の立場に立って判断していたことから、小樽市民は今で

も廣井を「廣井先生」と尊敬の念を込めて呼んでいるそうです。

　運河公園では、「廣井勇の胸像」や廣井の後継所長として南防波堤、島防波堤、北副防波堤を完成さ

せた「伊藤長右衛門の胸像」を見学しました。廣井は「小樽港の生みの親」と呼ばれ、伊藤は「小樽

港の育ての親」として小樽市民から尊敬をされています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３）小樽港湾事務所

　次に小樽港の南側にある北海道開発局小樽港湾事務所を訪問しました。最初に現在の小樽港湾事務所

長の矢野隆博氏から「北海道における廣井勇の活動と教え子たちの北海道開拓」について講演をしてい

ただきました。

　その後事務所内の資料コーナーと巡視船に乗って「小樽港」港内と北防波堤を見学させていただきま

した。北防波堤は完成から１１０年が経過していますが、本体部分は変形や損傷が見られず健全そのも

ので、当時の施工技術のレベルの高さには驚嘆させられました。

４）小樽市長を表敬訪問

　最初に廣井勇研究家の渡辺氏が、北海道新聞の前進の北海タイムスに掲載されていた廣井に関する昔

の新聞記事のコピーを下さり、北防波堤建設当時のエピソード等を熱心に語っていただきました。９月

に就任したばかりの迫俊哉市長からは、廣井勇先生は小樽市と札幌市の小学校の副読本になっていると

いう紹介がありました。

　今回の視察旅行は廣井勇の偉大さを再確認するとともに、廣井の生き方をもっと学び、未来ある多く

の若者に廣井の生き方を伝えていかなければならないと強く感じる旅となりました。

8．おわりに
　銅像の建立場所は廣井勇の生誕地佐川町上町の「旧青山文庫」の敷地に建立することになっています。

銅像制作者は彫刻家の大野良一氏（本校工芸科４３年卒）です。

　令和１年７月から令和２年６月までに寄付金

を募集したところ、個人寄付者８７８名、企業・

団体寄付者１６８社の多くの皆様の賛同をいた

だくことができ、目標額も達成することが出来

ました。ご協力下さった皆様に心より感謝申し

上げます。

　銅像建立を機に、「廣井勇の様な大きな志を

もった土木エンジニアが我が国から多数誕生す

る」こと、「銅像のある佐川に、全国の土木エン

ジニアたちが廣井に会いに訪れる」こと、「廣井

勇の生き方を若者に伝えるためのシンポジウム

を開催する」ことなどを夢見ています。　　　

　　　　　　　　　　　

「廣井勇：北海道大学文書館」　

「廣井の受講ノート　北海道大学付属図書館蔵」
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１． はじめに
　幕末の文久２年（１８６２）に、佐川で生まれた廣井勇（ひろいいさみ）は、明治・大正・昭和に、

土木技術者として近代土木の発展に大きく貢献しました。その業績と生き方を我が国の将来を担う多

くの若者に知ってもらいたい、そう願って平成３０年５月に「廣井勇を顕彰する会」を設立し、銅像

建立に向けて広報活動を行ってきました。

　志を同じくする多くの人々から賛同をいただくことができ、令和３年４月１７日に銅像建立式典を

挙行する運びになりました。その報告と廣井勇の業績を紹介するために、寄稿させていただきます。「廣

井勇を顕彰する会」には、副会長に右城猛氏（昭和４５年土木科卒）、幹事に吉良勉、久保田明氏（昭

和５２年土木科卒）、佐々木武氏（平成３年土木科卒）、安田省治氏（平成４年土木科卒）が参加して

います。

２． 牧野富太郎と同じ佐川生まれ
　廣井勇は今から１６０年程前の文久２年に、現在の佐川町上郷に生まれました。同年には牧野富太

郎も生まれており、郷校「名教館」で共に勉強しています。父から漢書を学び、祖母から昔話や人物

伝を聞かされて育ちました。その中に八田堰や手結港を造った野中兼山の話が良く出てきたと言われ

ています。８歳で父を亡くし、１０歳の時叔父の片岡利和（幕末の志士で明治天皇の侍従）を頼って

上京し、玄関番をしながら勉強に励みました。

　
３．札幌農学校に学ぶ
　明治１０年（１８７７）１５歳のとき、官費生（授業料等が無料となる）

を募集している札幌農学校の第二期生に応募し、最年少で入学します。

二期生には将来名をなした人が多く、内村鑑三、新渡戸稲造、宮部金吾

などがいました。

　札幌農学校は、明治９年に開校され、初代副校長はアメリカから招聘

された「ボーイズ・ビー・アンビシャス：少年よ大志を抱け」で有名なクラー

ク博士です。二期生は、２代目教頭の「ウイリアム・ホイラー」から土

木工学、測量学、数学、図学などを学びました。講義や教科書は全て英

語であり、廣井は講義内容をメモに取り、宿舎でぺンで浄書して、提出

していました。このような厳しい訓練により、苦しい勉学に耐える強靱

な精神力を身につけたと思われます。また、札幌農学校ではキリスト教

を基本とした人格教育も重視され、廣井らもキリスト教の洗礼を受けて

います。

４．自費でアメリカに留学
　１８８１年に札幌農学校を卒業後、廣井は「ア

メリカに留学し、土木工学を極めたい」と考え、

２年間生活費を切り詰め貯金をして２１歳の時ア

メリカに４年間私費留学しました。

　最初はミシシッピ川の河川工事などに携わり、

その後鉄道会社、橋梁会社などに勤務して滞在費

用を稼ぎながら土木の現場を体験しつつ勉学に励

み、土木技術者としての腕を磨きました。

　そして「プレートガーダー・コンストラクショ

ン」という英文の書籍を発行しました。この本は

アメリカで高い評価を受け橋梁技術者の教科書と

なったのです。

５．百年の波浪に耐える北防波堤建設
　１８８９年に帰国した廣井は、札幌農学校の教授と北海道庁の技師を兼任することになりました。

１８９７年、初代小樽築港事務所長に任命され、日本海の荒波から小樽港を守る北防波堤の建設を、

１０年間にわたって陣頭指揮しました。

　セメントに火山灰を混ぜた経済的で耐久性の高

いコンクリート・ブロックを作り、そのブロック

を斜め積みにする工夫をして、長持ちする丈夫な

構造の防波堤としました。右の写真は、イギリス

製の積畳機タイタンで北防波堤の先端でブロック

を斜め積みしている様子です。

　この北防波堤は、建設から１００年以上たった

今も現役です。また使用したコンクリートの耐久

性試験用に６万個のテストピースを作成してお

り、現在も強度試験が継続されています。

　更に、廣井が提案した波力の計算式は「廣井「積

畳機タイタン（北海道開発局所蔵）」公式」とし

て呼ばれ永く港湾構造物の設計に使われていま

す。

６．｢廣井山脈｣と呼ばれる人材育成
　廣井勇の業績は高く評価され、３７歳の若さで東京帝国大学工科大学の教授となりました。廣井の

最大の業績は、教授として２０年間に６００人近い優秀な若者を送り出したことです。廣井は、遅刻

を許さず、無駄遣いを嫌い、正義感を持ち、学生の長所を生かす指導を行いました。

　教え子には、廣井の後継所長として小樽港の防波堤を完成させた伊

藤長右衛門、パナマ運河建設に参画した青山士、不毛の大地に東洋一

のダムと水路を造り台湾最大の穀倉地帯に変えた八田興一、中朝国境

を流れる鴨緑江に水豊ダムを完成させた久保田豊など、実に多くの傑

出した人材が育っていきました。

　四国出身者にも、台湾の日月潭水力発電所工事に参画した堀見末子

（高知県佐川村）､信濃川・大河津分水修復工事を行った宮本武之輔（愛

媛県）、アメリカで３０橋、日本で５０橋の橋梁を設計した増田淳（香

川県）がいます。

　彼らは、出世することよりも民衆のために生きることを廣井から学

び、港や堤防、ダム、道路、橋などの土木工事に力を注ぎました。　

7．廣井の功績を訪ねて
　「廣井勇を顕彰する会」の事業の一環で、廣井勇に関する資料や業績を調査するため、２０１８年９

月３日から２泊３日の日程で札幌と小樽を視察してきました。訪問先は北海道大学、小樽運河公園、

小樽港湾事務所、小樽市役所、手宮公園などです。参加者は、岡村甫会長を団長に１９名で参加しました。

先導役は小樽市ふれあい観光大使の手島肇氏にお願いしました。

１） 北海道大学札幌キャンパス（前進：札幌農学校）

　最初の訪問先は北海道大学札幌キャンパスにある大学文書館です。わたしたちのために廣井勇関連

の資料を一室に陳列し、二人の学芸員が展示資料一つ一つを詳しく説明して下さった。その説明から、

廣井を心の底から尊敬し、北海道大学の誇りであるとの思いが伝わってきました。

　廣井の直筆の講義ノートも陳列されていました。

全てペン字の英文で書かれていました。２０歳に

も満たない少年が書いたとはとても思えない美し

いノートでした。学校での英語の講義を鉛筆で筆

記し、宿舎に帰ってペンで丁寧に浄書し、毎日こ

のような受講ノートを作成することは並大抵の努

力では出来ません。

　展示されていた成績表をみると、一年生の時の

廣井は１７人中１１番であるが、２年生で９番に

なり、最後の４年では１２人中３番目になってい

ます。努力の結晶が成績表に現れている様に思わ

れます。その次には、北海道大学付属図書館と工

学部図書館を訪問しました。　　　　　　　　

２）小樽市総合博物館運河館

　小樽市総合博物館では、石川直館長から、小樽港や運河と廣井勇との関係などについて説明を受け

ました。防波堤建設当時、小樽港を運河方式か埠頭方式にするかで騒ぎとなり、いったんは埠頭方式

に決まっていました。

　廣井は欧米の港湾視察からの帰国後、小樽市役所で「貨物の種類並びに荷造りの方法からみて埠頭

岸壁方式は時期尚早、まずは運河を造りはしけによる従来の荷役方式を生かすべき」と講演をし、運

河方式に変更となりました。廣井は常に民衆の立場に立って判断していたことから、小樽市民は今で

も廣井を「廣井先生」と尊敬の念を込めて呼んでいるそうです。

　運河公園では、「廣井勇の胸像」や廣井の後継所長として南防波堤、島防波堤、北副防波堤を完成さ

せた「伊藤長右衛門の胸像」を見学しました。廣井は「小樽港の生みの親」と呼ばれ、伊藤は「小樽

港の育ての親」として小樽市民から尊敬をされています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３）小樽港湾事務所

　次に小樽港の南側にある北海道開発局小樽港湾事務所を訪問しました。最初に現在の小樽港湾事務所

長の矢野隆博氏から「北海道における廣井勇の活動と教え子たちの北海道開拓」について講演をしてい

ただきました。

　その後事務所内の資料コーナーと巡視船に乗って「小樽港」港内と北防波堤を見学させていただきま

した。北防波堤は完成から１１０年が経過していますが、本体部分は変形や損傷が見られず健全そのも

ので、当時の施工技術のレベルの高さには驚嘆させられました。

４）小樽市長を表敬訪問

　最初に廣井勇研究家の渡辺氏が、北海道新聞の前進の北海タイムスに掲載されていた廣井に関する昔

の新聞記事のコピーを下さり、北防波堤建設当時のエピソード等を熱心に語っていただきました。９月

に就任したばかりの迫俊哉市長からは、廣井勇先生は小樽市と札幌市の小学校の副読本になっていると

いう紹介がありました。

　今回の視察旅行は廣井勇の偉大さを再確認するとともに、廣井の生き方をもっと学び、未来ある多く

の若者に廣井の生き方を伝えていかなければならないと強く感じる旅となりました。

8．おわりに
　銅像の建立場所は廣井勇の生誕地佐川町上町の「旧青山文庫」の敷地に建立することになっています。

銅像制作者は彫刻家の大野良一氏（本校工芸科４３年卒）です。

　令和１年７月から令和２年６月までに寄付金

を募集したところ、個人寄付者８７８名、企業・

団体寄付者１６８社の多くの皆様の賛同をいた

だくことができ、目標額も達成することが出来

ました。ご協力下さった皆様に心より感謝申し

上げます。

　銅像建立を機に、「廣井勇の様な大きな志を

もった土木エンジニアが我が国から多数誕生す

る」こと、「銅像のある佐川に、全国の土木エン

ジニアたちが廣井に会いに訪れる」こと、「廣井

勇の生き方を若者に伝えるためのシンポジウム

を開催する」ことなどを夢見ています。　　　

　　　　　　　　　　　

「廣井勇の胸像」

｢銅像制作中の大野先生｣
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東京支部（桂工会）

支部長　池上　博（昭和39年電気科卒）

　私は卒業とともに上京して通信機器メーカーの開発部門に就職しました。不惑の歳にさしかかった頃、

靖国神社で遭遇した英霊たちの美しい文章・文字の間から、国や肉親・朋友を思いやる烈々の「心」を

感じ、手書きの文字の強烈な力に圧倒されて「書の道」へと駆り立てられました。以来、「仕事は楽しく、

趣味は本気で！」をモットーにサラリーマン生活通算 36 年目に退職し、仲間と書道団体を運営する日々

を過ごしております。

　さて、4期 8年の長きに亘って務められた谷岡健吉会長から昨年『桂工会』を引き継ぐも、台風 19

号が総会当日東京を直撃したため中止。今年も新型コロナウイルス感染回避のためやむなく中止としま

した。高齢化が際立ってきた仲間に 2年のブランクは結束の弱体化につながる懸念があります。また、

若者達には SNSが身近でしょう。そこでホームページを立ち上げ、情報交換の場を提供して先ずは結

束を呼び掛ける活動から始めています。（現在ホームページ ;「桂工会」公開中。）

　部便り　部便り支

校歌斉唱
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静岡支部（静桂会）

支部長　小川　純一（昭和37年機械科卒）

東海支部（南風会）

支部長　松本　幸平（昭和53年機械科卒）

　向寒の候、皆様におかれましてはお健やかに過ごされているとお喜び申し上げます。

　東海支部　南風会の松本です。支部報告との事ですが、来期の予定も立たず厳しい状況です。

　世界中で猛威を振るう新型コロナウイルスの影響で、東海支部もじわじわと感染者が増える傾向であり

ます。また爆発的な感染が発生するかわからない現状で、同窓会も開けない状況です。何か動かないと、

このままではいけないと、3役で集まって策を練ってみたのですが、中々妙案が浮かばない状況です。

　唯一、実施できそうなWEBでの会合ですが、環境を整えないと中々開催も難しく、大きなモニター

がある広い空間で、分散して短時間での同窓会もありではないかと現在模索中です。

　こういった場合は、企業等の協力があればありがたいのですがどこまで出来るかです。

　先般、同窓会本部にWEBによる同窓会を全世界に発信した場合何名の参加者があるか一度やってみ

てはと提案はしてみたものの、WEB環境が整ってないところではやはり難しいのかも知れません。し

かしながら、この様な変化がある時がある意味新しい事へのチャレンジかも知れません。同窓会の火を

消すわけにはいきません。

　静岡支部（静桂会）の令和2年度の活動は新型コロナウィルスへの対応として、全て中止しています。

来年度の計画は今後の With Covid-19 の進展を検討し決定する予定です。

令和２年度活動報告

　　　　　　　　　○令和3年1月

　　　　　　　　　　　「卒業生に贈る言葉」寄稿

令和３年度活動予定

　　　　　　　　　○令和3年11月14日（日）14：00

　　　　　　　　　　　静岡支部（静桂会）総会開催（静岡市クーポール会館）

我慢した分を倍返しに・・・
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大阪支部（鯨工会）

支部長　堀田　秀雄（昭和43年土木科卒）

　全国の同窓会の皆様、お元気でしょうか。

　令和2年度は、暑さ寒さもさることながら、コロナ、コロナの報道で毎日の感染者人数が気になる

日々です。

　4月7日の緊急事態宣言が発表される前より、大阪支部役員によりコロナ対策として、同窓会等の行事

をどうするか、検討を重ねました。当初は、延期案が出ましたが、やはり万全を期する為に中止と致し

ました。なぜならば健康面、日程（本部・他支部）開催場又、連絡、調整等あらゆる面でのリスクがあ

まりにも大きく中止と致しました。

　他の支部でも三密を防ぐには、やはり苦慮されたと思います。

　本年度は、致し方ないと思いますが、令和3年度はオリンピックの年でもあります。新型コロナの

薬、ワクチンの動向が気になります。うまくいけば良いと思いますが、大阪支部鯨工会は6月です。ま

して本部は4月、多人数で行うには、神経質になりますが令和3年度の行事がうまくいく事を願っていま

す。

　同窓会の皆様、新型コロナと、インフルエンザには十分、お気を付け健康に配慮し、まわりの方々に

も気づかって下さい。

　皆様の安全とご健康を祈願し、ご報告と致します。

令和３年度活動予定

　　　　　　　　　　○令和3年1月　　　拡大役員会　開催予定

　　　　　　　　　　○令和3年3月　　　第45回　鯨工会ゴルフコンペ開催予定

　　　　　　　　　　○令和3年4月29日　本部同窓会　総会　出席予定

　　　　　　　　　　○令和3年5月初旬　会長、副会長、役員会　開催予定

　　　　　　　　　　○令和3年6月19日　大阪支部「鯨工会」総会開催予定

　　　　　　　　　　○令和3年7月　　　役員会　開催予定

　　　　　　　　　　○令和3年11月　　　第46回　鯨工会ゴルフコンペ開催予定

新型コロナ対策として写真のフェースシールドを母校に50個寄贈させて頂きました。
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安芸支部（芸工会）

支部長　黒岩　良行（昭和40年電気科卒） 

　今年は新型コロナウィルス感染予防の為、総会決議は書面表決により行い、楽しみにしていた総会・

懇親会開催を断念しました。安芸支部（芸工会）は2006年結成以来、本年が15年の節目の年となり記念

行事をと計画していましたが、残念の限りです。そこで今回は、安芸支部15年の歩みを少し紹介させて

頂きたいと思います。

　会員の皆様方は、仕事にあるいは趣味に、長年歩んでこられた中で、沢山の蘊蓄をお持ちです。その

蘊蓄について語り合い、見識を深めようと活動してきました。

　ひとり一人がコロナ対応の新しい生活様式を実践し、来年こそは、開催できる事を期待します。

　令和2年に新しく支部長に就任致しました。

　諸先輩の皆様には今後ともよろしくお願いいたします。

　コロナ禍の中で例年通りの事業ができなくなっていますが、会員増を図るため、若い層への呼びかけ

を今後重点目標に掲げ、香美市、香南市、南国市と広域支部での交流の輪が広がることを期待しており

ます。

　令和2年～3年度役員

※令和3年7月10日（土）に物部川支部総会を開催いたします。（予定）

物部川支部

支部長　丸岡　克典（昭和47年機械科卒）

　　　　 蘊 蓄 の テ ー マ
これから始まる裁判員制度について
龍馬激動の33年
地場企業とそして市政
創立者（竹内先生）の足跡に学ぶ」
安芸市東部ﾒｶﾞｿｰﾗｰの現状と課題
満州国での出来事
心の力・意思力の発現

　　　 語 り 手
岡村　迪夫（20年応用化学）
佐藤　寿良（40年土木）
岡崎洋一郎（32年機械）
土居　稔昌（30年機械）
谷村　満和（53年電気）
萩野　昭雄（31年工業化学）
岡村　迪夫（20年応用化学）

役　　職
支部長（会長）
副 会 長
副 会 長
監　　事
監　　事
事務局長

氏　　名
丸岡　克典
山﨑　俊朗
山﨑　秀治
野島　浩一
上村　正博
前川　浩文

卒年　科
（昭和47年　機械科）
（昭和51年　機械科）
（昭和62年　土木科）
（昭和57年　土木科）
（平成７年　建築科）
（昭和61年　土木科）
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嶺北支部（吉野川会）

支部長　西村　行雄（昭和37年土木科卒）

　嶺北地域は、四国の水瓶「早明浦ダム」をシンボルとし、清流吉野川上流の山間に広がる大川村・土

佐町・本山町・大豊町の4か町村で成り立っています。その中にあって当支部は、土佐町と本山町の会

員を中心に活動しています。

　この嶺北でも戦後の工業化の進展に伴い、高知工業高等学校への入学者が増加していましたが、昭和

30年代以降の都市部への人口流出による過疎化の進行によって小中学校の生徒数が年々減少し、高知工

業高校への入学者も少なくなってきました。

　また、当地域は農林業が主要産業であり、学卒者が帰郷しても、土木や建築業のほか専門技術を生か

せる職場がなく、大半が町村役場や農協、森林組合など専門外の職種に就いています。このような状況

のもと、当支部の会員は50代以上の高年齢層の会員が大部分を占め、同窓会の若返りと活性化が大きな

課題になっています。

　そのため、令和3年度の事業計画では、

　①未加入の卒業生の調査・発掘を行い、同窓会への加入と若返りを

　　進める。

　②公園や道路の清掃や花の植栽など、地域社会に身近な活動をする。

　③同窓会員が気軽に参加・交流できる親睦の場を設ける。

などの活動を行い、組織の活性化を図っていく考えです。

嶺北支部の現状と事業計画について

幡多支部（波多愛校会）

支部長　福田　　充（昭和44年建築科卒）

　早春の候、同窓生の皆様におかれましては、ますますご健勝の事とお喜び申し上げます。

　令和2年度の幡多支部（波多愛校会）総会を6月中旬に予定しておりましたが、新型コロナウイルス感

染予防の為、本年度の総会を残念ながら『中止』いたしました。

　令和3年度は、例年通り6月中旬に総会開催を予定しております。

公園の清掃と花壇の植栽作業
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令和3年開校記念ゴルフ大会のご案内・申込書

主催　高知工業高等学校同窓会ゴルフ部会
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　僕は、まだ将来の夢がありません。高知工業

高校に入学してから夢を早くみつけたいです。

そのためには明太朗先生のように、冷静に、積

極的に挑戦したいです。

　僕が『竹内綱と明太朗の伝記　工業ハ富国ノ

基』を読んで一番印象に残ったのが明太朗先生

です。明太朗先生は高知工業高校の建設や芳谷

炭坑の経営をしています。これは普通の人には

できないことだと思いました。そして芳谷炭坑

では、イギリスから直接技術者を招いて指導に

あたらせるとともに炭坑用機械もイギリスから

輸入していて、積極的に自分から動きより良い

ものにしていってすばらしいと思いました。僕

もそのことをただ単にこなすだけではなく、ど

うしたらよりよいものになるかを考え積極的に

動いて誰よりも優れた人になりたいです。

　そして、僕が明太朗先生の一番すごいと思う

のが新しいことにどんどんチャレンジしている

ところです。学校や炭坑などを次々に建設して

いったり、新しい工作機械を作っていったり外

国から技術をたくさん取り入れているのはすば

らしいし、勇気のある行動だと思いました。新

たなことをすることは失敗してしまうかもしれ

ないリスクもあるのに恐れずに新しいことを

行っているからです。

　僕は部活動は陸上部に入りますが、そこでは

ほとんどの人達が僕よりも速い人なので練習に

ついていけるか少し不安です。しかし、それを

速い人がいるから自分も速くなれるチャンスだ

と考えることもできます。始めは失敗ばかりだ

と思うけど、この伝記に載っている竹内綱先生

や明太郎先生のようにたくさんチャレンジし

て、自分を成長させていきたいと思っていま

す。勉強でも同じように頭の良い友達に聞くな

どして積極的に動いていきたいと思っていま

す。

　僕は正直、竹内綱先生や明太朗先生について

知りませんでした。しかし、この本を読んで吉

田茂の兄弟ということや後藤象二郎などといっ

た教科書にのっている有名な人たちと関わりが

あって驚きました。そして竹内綱先生や明太朗

先生がこんなにすごい人とは知らなかったし

思っていませんでした。

　僕もこんなすごい人になれるように高校で夢

を見つけ、部活動や勉強を積極的にして、そし

て人間関係も大切にし、充実した高校生活にな

るよう将来につなげていきたいです。

　新入生の皆さんに創立者の伝記『工業ハ富国ノ基』の読書感想文を書いてもらっています。優秀作品

の表彰は、12月24日の2学期終業式の場で行いました。入賞した生徒さんは次の通りです。最優秀作品

を掲載しています。

『工業ハ富国ノ基』読書感想文表彰『工業ハ富国ノ基』読書感想文表彰

最優秀

最優秀　武田　一晟（情報技術科）

優　秀　藤田　真登（機械科）　　　柿本　來瞳 （電気科）

　　　　宮内　貫気（工業化学科）　白木　祥太 （土木科）

　　　　奥野　風雅（建築科）　　　岡尾　　凜 （総合デザイン科）

高知工業高校に入学して

情報技術科　武田　一晟
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　本校同窓生の皆様には日頃より大変お世話に

なっております。進路指導部より本年度の就職

状況を途中経過ですが、ご報告させていただき

ます。

　本年度は143名の生徒が就職を希望しており、

12/1現在142名が内定をいただいております。未

内定は公務員希望ですので民間企業につきまし

ては終了している状況です。公務員では、高知

市役所6名、県庁5名、国家5名、県警察職員1名

が技術職で合格をしております。

　次に求人数ですが、今年度も昨年に引き続き

求人依頼は非常に多くあります。今年度も県外

企業からの求人依頼は高止まりしており、製造

業を含め土木・建設業など多業種にわたり求人

依頼が発生しているのが特徴です。また、地区

別では関東・関西はもちろん九州地区からの求

人もあります。ただ、限られた就職希望者の中

で、すべての求人依頼にお応えすることができ

なく大変心苦しい心境であります。今後も、就

職希望者の大幅な増加がない限りこの問題は解

決しそうにありません。今年度は例年と同様

に、就職・進学の希望率が概ね半数ずつとなっ

ていますが、就職希望者の内、県内希望の生徒

が６割となっています。これは、さまざまな報

道等でもあるように県内企業の人材不足で、高

卒・大卒ともに就職環境が売り手市場の状況に

あり、県内企業の求人が高い水準を維持してい

ます。本校への求人も昨年よりも微増となって

おり、また、技術系公務員の採用予定数も土

木・建築を中心に増加しています。

　生徒は部活動や各科の先輩方とのつながりを

重要視しており、これまで実績のある製造業を

中心に各専門分野を活かした受験先を志向する

傾向が続いております。結果、各企業でご活躍

されている諸先輩方のお力添えや、就職試験直

近の面接指導、進路ガイダンス等の各事業への

ご協力による賜だと感じております。そのよう

な活動が実を結び、各企業が本校に対する期待

度の現れとなって、ここ数年早い段階での内定

をいただくことができております。あらためて

お礼申し上げます。

　生徒の就職先地域については以下のとおりで

す。今年も特徴としましては、県外では愛知県

を中心とした中部地区への内定者が多いことで

す。トヨタ関連企業をはじめ製鉄会社など大手

企業が集中し、生徒からは人気の高い地区と

なっております。四国や中国地区は採用枠の拡

大や高知県から近隣ということもあり、例年で

すと希望者が多い地区になりますが、今年度は

半数の10名程度となっています。関東地区は例

年若干名ですが、大手鉄道会社や製造業、ビル

メンテンナンス業への内定者がいます。求人数

が多い割に希望者が少なく苦慮しています。何

れの地区でも卒業生のご活躍により同窓会各支

部活動の活性化が期待されます。今後ともご指

導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

令和２年度の就職状況について

進路指導部長　澤田　浩志

母校だより母校だより母校だより

求人数の推移（過去5年間） ※令和2年12月1日現在

求 人 総 数［社］
県内求人数［社］
県外求人数［社］

944

251

693

令和元年度
980

253

727

令和２年度
706

165

541

平成28年度
805

201

604

平成29年度
913

214

699

平成30年度

関 東 地 区［人］
中 部 地 区［人］
関 西 地 区［人］
中 国 地 区［人］
四 国 地 区［人］
そ の 他［人］
高 知 県 内［人］
総 　 計［人］

6
9
14
5
18
1

89（62％）     
142

令和２年度
10
26
22
6
25
0

70（44％）    
159

平成28年度
8
15
11
1
9
0

77（64％）    
121

平成29年度
4
21
15
4
17
0

81（57％）   
142

11
15
13
1
17
1

80（58％）    
138

平成30年度 令和元年度

就職者の地域分類（過去5年間） ※令和2年12月1日現在
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※令和２年12月1日現在本年度の就職先一覧です。各地区におけるご指導よろしくお願いいたします。

地
区 事 業 所 名地

区 事 業 所 名 科 科

㈱ホウスイ
鹿島道路㈱
㈱牧野フライス製作所　厚木事業所
ＥＮＥＯＳ㈱川崎製油所
ＥＮＥＯＳ㈱根岸製油所
朋和産業㈱
大同特殊鋼㈱（学園生）
㈱デンソー（高専生）
アイシン精機㈱（学園生）
中部電力パワーグリッド㈱
トヨタ紡織㈱（学園生）
㈱豊田自動織機（技能専修学園生）
黒金化成㈱
㈱豊田自動織機
本田技研工業㈱鈴鹿製作所
関西電力㈱
かんでんエンジニアリング
三栄電気工業㈱
藤井電気工事㈱
奥村組土木興業㈱
岩田地崎建設㈱
㈱森組
西日本高速道路㈱
朋和産業㈱京都工場
㈱奥谷組
奈良交通㈱
三榮工業㈱滋賀工場
㈱桑原工務店
ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所
ＪＦＥ瀬戸内物流㈱
西日本高速道路メンテナンス中国㈱
西日本高速道路エンジニアリング四国 ㈱
一般財団法人 四国電気保安協会
東芝エレベータ㈱四国支店
三菱マテリアル㈱直島精錬所
住友林業ホームエンジニアリング㈱四国事業所
四国通建㈱
ダイオーミルサポート㈱
大王製紙㈱
㈱あわしま堂
住友化学㈱愛媛工場
㈱あさひ設備工業
㈱ミロク製作所
兼松エンジニアリング㈱
㈱山崎技研
㈱技研製作所
ヤンマー農機製造㈱高知工場
㈱太陽
明星産商㈱
㈱ミロクテクノウッド
住友大阪セメント㈱高知工場
ネッツトヨタ南国㈱

富士産業㈱四国工場
㈱高知ミツトヨ
㈱四電工　高知支店
四国電力㈱高知支店
四電エンジニアリング㈱
高知プラントサービス㈱
ニッポン高度紙工業㈱
荒川電工㈱
㈱ＮＴＴファシリティーズ関西　高知支店
ヤマト電設㈱
㈱栄光工業
東洋電化工業㈱
㈱東洋電化テクノリサーチ
日本製紙パピリア㈱高知工場
三和製紙㈱
㈱トッパンエレクトロニクスプロダクツ高知工場
南海化学㈱土佐工場
三昭紙業㈱
日本オイルターミナル㈱高知営業所
金星製紙㈱
入交建設㈱
㈱建設マネジメント四国
ミタニ建設工業㈱
㈱技研施工
福留開発㈱
㈱中研コンサルタント
㈱第一コンサルタンツ
大旺新洋㈱
都市開発コンサルタント㈱
柳生基礎センター㈱
㈱新創
新進建設㈱
㈱エステック　四国営業所
㈱四電技術コンサルタント
四国建設コンサルタント㈱
一般社団法人　高知県山林協会
㈱岸之上工務店
高知県建具協同組合
入交住環境㈱
㈱矢野工務店
㈱らんどめいど
ソウルクリームダンススタジオ
高知市役所　初級土木
高知市役所　初級建築
高知県庁　初級土木
四国地方整備局（国家技術四国）
四国管区警察局（国家技術四国）
高知県警察職員（情報処理職員）
いの町役場　土木職員
陸上自衛隊
航空自衛隊

東 京 都

神奈川県

千 葉 県
　　　　
　 　 　
　　　　

愛 知 県

三 重 県

大 阪 府

京 都 府

奈 良 県

滋 賀 県

岡 山 県

広 島 県

香 川 県

愛 媛 県

福 岡 県

高 知 県

高 知 県

公 務 員

シ
ト
テ
カ
カ
ソ
キ
キ
テ
テ
テ
テ
カ
ト
ソ
テ
テ
テ
テ・テ
ト
ト
ト
ト
カ
ケ
ソ
カ
ケ
キ
ト
ト
キ・テ
ト
テ
カ・カ
ケ
テ
シ・ソ
カ・カ
カ
カ
シ
キ

キ・キ・テ
キ

キ・キ・シ・ソ
キ
キ

キ・キ・ソ
キ
キ

キ・キ・ソ

キ
キ
テ・テ
テ・テ
テ
テ
テ・テ
テ
テ
テ
シ
カ・カ
カ
カ
カ
カ
カ・カ
カ
カ
カ
ト・ケ
ト
ト
ト
ト・ト
ト
ト
ト・ト
ト
ト・ト
ト
ト
ト・ト
ト
ト・ト
ト
ケ・ソ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ

ト・ト・ト
ケ・ケ・ケ
ト・ト
テ・ト・ト
キ
シ
ト
キ
シ・カ

関
　
　
　
西

中
　
国

関
　
　
　
東

中
　
　
　
部

四
　
　
　
国

九州
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　昨年度の具体的な進学状況は、大学67名(国公

立12名[高知工科大学11名・高知県立大学1名]、

私立大学55名）、専門各種学校48名、短大・ポ

リテク等が15名でした。（別表「令和元年度　

科別進学者数」を参照下さい。）高知工科大学

は7年前から高知県内高校枠を削減するなど入試

制度も含め変化し、システム工学群では物理内

容の学科試験を課したＡＯ入試や、推薦での口

頭試問が実施されるなか、合格実績は全学群合

わせて11名でした。システム工学群に県内枠の

ＡＯ入試が導入され、県内推薦人数枠が減少

し、環境理工学群ではセンター試験利用の推薦

が導入され、また県内推薦人数枠の減少など入

試制度の見直しが続き、昨年度からは情報学群

で学科試験を課すＡＯ入試に重点が置かれてい

ます。今年度はＡＯ入試が総合型選抜、推薦が

学校推薦型選抜と名称が変わり、新しい入試制

度の様相の中、システム工学群と情報学群に多

くの生徒が挑戦しています。また、本校が大学

進学において欠かすことのできない指定校推薦

が、各大学とも必ず学力を問う試験を行うよう

に文科省から指導があり、以前より厳しさが増

しています。

　本校の最近の進学についてみると、例年約半

数が進学しているように、昨年は全体の約48％

が進学となっています。4年制大学へ進学者の数

は67名であり、一昨年よりやや増加しました、

専門学校進学者の数は昨年と同数でした。その

中でも国公立大学への進学者数は12名と全国の

他の工業高校に比べ多く、高い進学率になって

います。中でも、地元の工業系大学である高知

工科大学への進学者が多くを占めています。高

知工科大学の結果は、全て高知県内高校枠を使

用したＡＯ入試・推薦入試によるものです。そ

して、全国的な流れとして大学入試改革とし

て、今年度から「大学入学共通テスト」とし

て、思考力・判断力・表現力を中心に評価する

ことで大学教育を受けるために必要な能力を測

定することを目的としたテストの実施が検討さ

れています。「大学入学共通テスト」では当初

国語、数学において一部記述問題が導入される

とされていましたが、急転直下実施は見送られ

ることとなりました。また、2020年度から導入

するように準備をしていた、「英検」や「ＧＴ

ＥＣ」などの民間の英語試験を活用する予定で

いたが、急遽2024年度まで延期されるなど、不

確定な状況になっています。

　また、「高校生のための学びの基礎診断」も

実施され始めました。その中に、スピーキング

テストなどの内容も含まれ、これからの社会で

必要とされる能力を踏まえ、大学進学希望者に

限らず、すべての高校生の学習意欲の喚起と基

礎学力定着に向けた試みとしています。

　県下では、高知リハビリテーション学院が専

門職大学に認可され、高知学園短期大学も高知

学園大学認可され短大と共に併設されました。

　このように大学の学科改変や大学入試制度、

専門職大学など大きく変貌をしようとしている

中で、工業高校生徒の大学進学の手段方法に対

してアンテナを張って情報を集めなくてはいけ

ない状況になっています。同窓生の皆様におか

れましても、ご助言等ございましたらよろしく

お願いいたします。

　最後になりますが、同窓会の今後ますますの

ご発展と、同窓会各位のご活躍をご祈念申し上

げます。　

最近の進学状況について

進学指導部　安芸　暢英

国 公 立 大 学
私 立 大 学
私 立 短 大
高 専
ポリテク・他
職 業 訓 練 校
専 門 学 校
各 種 学 校

計

機械
1
3
0
0
2
0
2
0
8

電気
0
5
0
0
0
0
6
0
11

情報
7
9
0
0
5
0
10
0
31

化学
1
5
0
0
2
0
10
0
18

土木
1
8
0
0
0
0
2
0
11

建築
1
16
0
0
2
0
3
0
22

総合デザイン
1
9
4
0
0
0
15
0
29

計
12
55
4
0
11
0
48
0
130

令和元年度　科別進学者数
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企画・情報部より

　令和2年2月20（土）～3月1日（日）にニュージーランドで

開催された、「第13回男子U18ソフトボールワールドカップ」

に本校ソフトボール部の味元琉唯君、小椋千寿君、西森潤君

が日本代表として出場し、無傷（8戦全勝）で２大会ぶり3度目

の世界制覇に貢献しました。

　西森君は日本代表の1番バッターとして、味元君は主軸と

して大会首位打者の好成績を残し、小椋君はメキシコ戦での

起死回生の３塁打など、攻守にそれぞれが持ち味を発揮し、

チーム優勝に貢献しました。

男子U18ソフトボールワールドカップ

◆ 出場選手：U18日本代表チーム ◆

日本代表に3名選出 完全制覇に貢献

味元　琉維（大正中学校－土木科卒業）

小椋　千寿（大正中学校－３年電気科）

西森　　潤（仁淀中学校－３年土木科）

外野手

一塁手

三塁手

氏　　　名 守　備 試合数 打　率 本塁打 打　点

8

6

8

.500

.500

.333

1

0

1

8

1

6
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　ジュニアマイスター顕彰制度は、取得した資格・検定やものづくり大会

入賞などが点数化され、その合計点により全国工業高等学校長協会が表彰

する制度です。点数の合計が 30点以上であれば「ジュニアマイスターシ

ルバー」、45点以上であれば「ジュニアマイスターゴールド」の称号が与

えられ、特に工業技術・技能の向上が顕著である者は選考により特別表彰

されます。

　また、ジュニアマイスター顕彰制度におきまして、「特別表彰」と「ゴー

ルド」の受賞者に、同窓会より卒業時に副賞として商品券が与えられてい

ます。

ジュニアマイスター顕彰制度

100名以上が受賞 特別表彰に9名

前期認定者数

後期認定者数

追加認定者数

小計

総計

平成29年度 平成30年度 令和元年度

ゴールド シルバー 特別表彰 ゴールド シルバー 特別表彰 ゴールド シルバー 特別表彰

8

14

18

40

25

27

15

67

2

2

9

21

17

47

27

27

13

67

2

2

6

47

1

54

20

15

4

39

109 116 102

9

9

表　本校の表彰状況（過去3カ年）

申請時期
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　課題研究は、3年生がこれまでの「専門分野の学習」や「探究学習」をふまえ、ものづくりや調査、

研究、実験等の工業に関する課題を設定し、一年間をかけて課題解決に向けて取り組む研究科目です。

この研究成果を整理し、分かりやすく発表することで、自己表現力やプレゼンテーション能力を培い、

地域をはじめ広く県民の皆様にも参観していただくことで、本校ならびに工業教育への理解を深めても

らうことを目的としています。令和元年度は、来賓事業所46社61名など、多数の来賓の方々に出席して

いただき、実りの多い発表会となりました。

◆ 令和元年度 課題研究発表会 ◆
　日　　時　　令和2年2月18日（火）

　参 加 者　　高知県教育委員会1名、来賓事業所46事業所61名、石川県立工業高等学校2名

　　　　　　　県内中学校35名、開かれた学校づくり推進委員2名、同窓会役員3名

　　　　　　　イノベーションKT推進委員1名、保護者・一般来場者23名、3年生発表者49名

　　　　　　　本校1･2年生520名、本校教職員92名、以上789名

　会　　場　　高知市文化プラザかるぽーと（大ホール）

　発 表 題　　⑴　建　築　科  「幼児のための木育知育遊具の研究」

　　　　　　　⑵　総合デザイン科  「油彩による絵画制作」

　　　　　　　⑶　機　械　科  「復活の火水鳥～ダイカストマシンの修復～」

　　　　　　　⑷　電　気　科  「カウントダウンボードの製作」

　　　　　　　⑸　情報技術科  「缶サット」

　　　　　　　⑹　工業化学科  「シュガーロケットの製作」

　　　　　　　⑺　土　木　科  「concrete canoe」

　　　　　　　⑻　合 同 研 究  「全国ロボット競技大会への挑戦」

　　　　　　　⑼　１年生「探究」代表  「改良掃除道具入れ」

　　　　　　　⑽　１年生「探究」代表  「簡易消しカス入れ」

令和元年度 課題研究発表会

校外から128名を招き活気を発信
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〈外部講師活用事業〉
◇防災教育講演会　

　　㈱フタガミ　

　　ホームセンター部出張防災教室係

　　楠瀬　淳司 氏

　　　令和2年10月7日

　　　高知工業高等学校会議室及び教室

◇キャリア講話　

　　一般社団法人ＡＣＣＮオールキャリアコンサルタント

　　ネットワーク中国四国支部　

　　運営サポーター高知県担当　

　　門脇　由紀子 氏　

　　　令和3年1月18日

　　　高知工業高等学校会議室

　　　演題「働くことの意味と働き方」

〈外部講師による講演〉
◇薬物乱用防止教室　

　　高知南警察署生活安全課スクールサポーター

　　榎　泰年 氏

　　　令和2年6月12日

　　　高知工業高等学校会議室及び教室

◇交通安全教室　

　　高知県高知南警察署 交通課長

　　松倉　由典 氏

　　　令和2年6月24日

　　　高知工業高等学校会議室及び教室

　　

〈部活動〉
卓球部
・高知支部体育大会

　　令和2年10月11日

　　太平洋学園高等学校

　　個人戦の部　4ﾄ　加藤裕登　第3位

男子バスケットボール部
・高知支部体育大会

　　令和2年10月18日

　　高知商業高等学校

　　第3位

〈各種コンテスト等〉
◇高知県定時制通信制生徒生活体験発表会

　　令和2年10月6日

　　高知市文化プラザかるぽーと

◇建設技術展2020近畿橋梁模型製作コンテスト

　　令和2年10月21～22日

　　大阪府大阪市中央区　マイドームおおさか

　　「一般部門」

　　　最優秀賞　審査委員特別賞　人気作品賞

　　「学生部門」

　　　最優秀賞　審査委員特別賞　人気作品賞

〈各科の事業等〉
★外部講師活用事業

　　株式会社ヒロクリエイト　

　　弘末　賢仁 氏

　　　令和2年11月27日

　　　ＰＬＣ実習
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本部より

1 ．事業計画・経過報告

4

5

6

7

8

9

10

会計監査
半世紀・四半世紀世話人会
第１回常任役員会
第１回理事会
開校記念ゴルフ大会
総会（ザ クラウンパレス新阪急高知）
高知工業高等学校開校記念講演
幡多支部（波多愛工会）総会
大阪支部（鯨工会）総会
野球部ＯＢ会総会
東海支部（南風会）総会
物部川支部総会
第2回常任役員会
安芸支部（芸工会）総会
バスケットボール部ＯＢ会
同窓会・ＰＴＡによる就職模擬面接
第1回青年部会
東京支部（桂工会）総会

2
4
4
11
28
29
7

20
27

11
22
19

10
10

月 日 事　業　内　容
10

11

12

1

2

3

剣道部ＯＢ会（剣友会）総会
次年度半世紀・四半世紀世話人会
静岡支部（静桂会）総会
土木科同窓会
第3回常任役員会
嶺北支部（吉野川会）総会
第2回青年部会
『工業ハ富国ノ基』読書感想文優秀作品表彰
轟組高知工業ＯＢ会
青年部主催　筆山公園除草作業
同窓会会報（第60号）発送
同窓会入会式・記念品贈呈（定時制）
同窓会入会式・記念品贈呈（全日制）
生徒と県外支部との懇談会
四電高知支部総会
課題研究発表会表彰
ジュニアマイスター顕彰制度表彰
同窓会通信の配布

24
7
8
14
28
29

24
28
24

4
15
15

16
28
1

書面表決
中止
書面表決
中止
中止
中止
中止
中止
中止

中止
中止

中止
中止

中止

中止
中止

延期
中止

中止
中止

中止
中止

月 日 事　業　内　容備考 備考

2 ．令和2年度役員

北村　晋助
右城　　猛
吉良　　勉
小松　雄二
大谷　学志
宮﨑　功司
北川　雅規
中野　耕喜
中尾　昭一
二宮　昭喜
寺川　湖砂
前島　正二
藤原　章弘
戸田　博万
岡田　雅吉
和田　　環
中野　邦彦
矢野　元朗

名誉会長
会 長

副 会 長

監 事

事務局長
事務局次長
（ 会 計 担 当 ）

昭和45
昭和45
昭和54
昭和55
昭和59
昭和60
昭和60
昭和63
平成1
平成6
 
 
 
昭和59
昭和59
昭和47
昭和46

土 木
土 木
土 木
電 気
土 木
機 械
機 械
電 気
電 気
情報技術

土 木
電 気
工業化学
電 気

役　職 氏　名卒年・科

※室戸支部（室戸鯨工会）総会は未定



－ 22 －

3 ．同窓会支部組織

同 窓 会 組 織

会　　長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長

右城　　猛
中野　邦彦
池上　　博
岩崎友太郎
小川　純一
片岡　　結
松本　幸平
久保内大介
堀田　秀雄
杉山　康弘
山本　　總
前田　康司
黒岩　良行
山手　敏和
丸岡　克典
前川　浩文
西村　行雄
川村　博彦
福田　　充
杉本　一博

（昭45ト）
（昭47カ）
（昭39テ）
（昭40コ）
（昭37キ）
（昭42テ）
（昭53キ）
（昭60キ）
（昭43ト）
（昭61ケ）
（昭54ト）
（平 3 カ）
（昭40テ）
（昭49テ）
（昭47キ）
（昭61ト）
（昭37ト）
（昭51キ）
（昭44ケ）
（昭54ケ）

同 窓 会 本 部

東 京 支 部
（ 桂 工 会 ）
静 岡 支 部
（ 静 桂 会 ）
東 海 支 部
（ 南 風 会 ）
大 阪 支 部
（ 鯨 工 会 ）
室 戸 支 部
（室戸鯨工会）
安 芸 支 部
（ 芸 工 会 ）

物 部 川 支 部

嶺 北 支 部
（吉野川会）
幡 多 支 部
（波多愛校会）

本部直通　℡ 088－831－4133
kths2004dousoukai@leaf.ocn.ne.jp

℡ 080－7453－0801

℡090－3302－6906

℡090－7857－8782

℡090－8385－3006

℡090－8975－9714

℡090－8281－8292

℡090－8695－3175

℡090－5143－0481

℡090－8696－7555

名　　称 役　職 連　絡　先   氏　　名  （卒年科）

4 ．業務時間について

　本部にご用の方は、下記時間帯にお願します。

　平日　11：30～15：30　（水曜日・土日・祝祭日を除く）

　尚、HPからもお問い合わせが出来ますのでご活用下さい。
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高知県立高知工業高等学校同窓会会則

第１章　　総　　　則 
（名　称） 
第１条　本会は高知県立高知工業高等学校同窓会と称する。

（目　的） 
第２条　本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与することを目的とする。 

（本　部） 
第３条　本会は、本部を高知市桟橋通2丁目11番6号高知県立高知工業高等学校におく。 
　 

第２章　　事　　　業
（事　業） 
第４条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
　　　　１．会員の連携と親睦を深めるための事業
　　　　２．母校の事業支援
　　　　３．会員名簿の作成
　　　　４．会報の発行
　　　　５．その他本会の目的達成に必要な諸事業
　 

第３章　　組　　　織 
（会　員） 
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。 
　　　　１．正会員
　　　　　（イ）高知工業学校を卒業した者
　　　　　（ロ）高知工業高等学校を卒業した者
　　　　　（ハ）高知市立高知工芸学校を卒業した者
　　　　　（ニ）高知市立工芸高等学校を卒業した者
　　　　　（ホ）高知工業学校工場見習修了者及び技術員養成所修了者
　　　　　（ヘ）（イ）、（ロ）に在籍した者で役員の推薦により会長が承認した者
　　　　２．特別会員
　　　　　（イ）本校に特別縁故のある人で役員の推薦により会長が承認した者
     　        
（役　員） 
第６条　本会は、次の役員をおく。 
　　　　１．会　長　　　　　　　　　１名
　　　　２．副会長　　　　　　　　若干名
　　　　３．事務局長　　　　　　　　１名
　　　　４．事務局次長（会計担当）　１名 
　　　　５．監　事　　　　　　　　　２名
　　　　６．理　事　　　　　　　　若干名

（役員の任務） 
第７条　本会の役員は次の任務を負う。　 
　　　　１．会長は、常任役員会を招集し、会務を統括し本会を代表する。 
　　　　２．副会長は会長を補佐し、会長不在若しくは事故ある時は、その任務を代行する。 
　　　　３．事務局長は、事務全般を統括する。
　　　　４．事務局次長は会計事務を担当する。 
　　　　５．監事は、会計を監査する。
　　　　６．理事は理事会に出席し、常任役員会の諮問事項を審議する。　
   
（役員の選出） 
第８条　本会の役員は、次のように選出する。 
　　　　１．会長、副会長及び監事は理事会において正会員より選出し、総会の承認を得る。 

　　　　２．理事は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　３．事務局長、事務局次長は、正会員の中から会長が指名する。
　　　　４．母校校長を名誉会長に推薦する。
　　　　５．母校副校長、教頭を副会長に推薦する。
　　　　
第９条　本会に顧問及び相談役をおくことができる。
　　　　顧問及び相談役は、常任役員会または理事会の推薦により会長が委嘱する。
　　　　　
（役員の任期） 
第10条　事務局長、事務局次長以外の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
 　 

第４章　　会　　議 
（会　議） 
第11条　本会の会議は、総会・常任役員会・理事会とする。

（総　会） 
第12条　総会は、本会の最高議決機関で、会長がこれを招集する。 
　　　　　
（常任役員会） 
第13条　常任役員会は、会長・名誉会長・副会長・事務局長・事務局次長・監事で構成する。
　　　　常任役員会は、本会の執行機関で、その任務は次の通りとする。
　　　　１．総会で議決された事項の執行
　　　　２．総会に提出する予算の編成、事業計画の立案、報告書の作成
　　　　３．予算の補正並びに決算書の作成
　　　　４．本会則の改正案の作成
　　　　５．その他必要と認める事項

（理事会） 
第14条　理事会の構成は、顧問、相談役、理事、常任役員とする。
　　　　理事会は会長が招集し、常任役員会の諮問事項を審議する。

（会議の議決） 
第15条　議決は出席会員の過半数による。 

（支　部） 
第16条　本会には、会員の多い地域・職域に支部を置くことができる。 
　　　　支部には支部長をおき、支部長は会長の委嘱により理事となる。
　　　　　

第５章　　会　　　計 
（運営経費）　 
第17条　本会の運営経費は、入会金・会費・寄付及びその他の収入をもってこれに充てる。 

（会計年度） 
第18条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日をもって終わる。 
　 

第６章　会則の改正
（会則の改正） 
第19条　会則の改正は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。  
　 
（付　則） 
　昭和29年11月25日改正
　昭和43年５月４日改正
　昭和44年５月８日改正
　平成３年５月４日改正
　平成７年５月３日改正
　平成23年５月４日改正
　平成26年５月４日改正
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第１章　　総　　　則 
（名　称） 
第１条　本会は高知県立高知工業高等学校同窓会と称する。

（目　的） 
第２条　本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与することを目的とする。 

（本　部） 
第３条　本会は、本部を高知市桟橋通2丁目11番6号高知県立高知工業高等学校におく。 
　 

第２章　　事　　　業
（事　業） 
第４条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
　　　　１．会員の連携と親睦を深めるための事業
　　　　２．母校の事業支援
　　　　３．会員名簿の作成
　　　　４．会報の発行
　　　　５．その他本会の目的達成に必要な諸事業
　 

第３章　　組　　　織 
（会　員） 
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。 
　　　　１．正会員
　　　　　（イ）高知工業学校を卒業した者
　　　　　（ロ）高知工業高等学校を卒業した者
　　　　　（ハ）高知市立高知工芸学校を卒業した者
　　　　　（ニ）高知市立工芸高等学校を卒業した者
　　　　　（ホ）高知工業学校工場見習修了者及び技術員養成所修了者
　　　　　（ヘ）（イ）、（ロ）に在籍した者で役員の推薦により会長が承認した者
　　　　２．特別会員
　　　　　（イ）本校に特別縁故のある人で役員の推薦により会長が承認した者
     　        
（役　員） 
第６条　本会は、次の役員をおく。 
　　　　１．会　長　　　　　　　　　１名
　　　　２．副会長　　　　　　　　若干名
　　　　３．事務局長　　　　　　　　１名
　　　　４．事務局次長（会計担当）　１名 
　　　　５．監　事　　　　　　　　　２名
　　　　６．理　事　　　　　　　　若干名

（役員の任務） 
第７条　本会の役員は次の任務を負う。　 
　　　　１．会長は、常任役員会を招集し、会務を統括し本会を代表する。 
　　　　２．副会長は会長を補佐し、会長不在若しくは事故ある時は、その任務を代行する。 
　　　　３．事務局長は、事務全般を統括する。
　　　　４．事務局次長は会計事務を担当する。 
　　　　５．監事は、会計を監査する。
　　　　６．理事は理事会に出席し、常任役員会の諮問事項を審議する。　
   
（役員の選出） 
第８条　本会の役員は、次のように選出する。 
　　　　１．会長、副会長及び監事は理事会において正会員より選出し、総会の承認を得る。 

　　　　２．理事は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　３．事務局長、事務局次長は、正会員の中から会長が指名する。
　　　　４．母校校長を名誉会長に推薦する。
　　　　５．母校副校長、教頭を副会長に推薦する。
　　　　
第９条　本会に顧問及び相談役をおくことができる。
　　　　顧問及び相談役は、常任役員会または理事会の推薦により会長が委嘱する。
　　　　　
（役員の任期） 
第10条　事務局長、事務局次長以外の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
 　 

第４章　　会　　議 
（会　議） 
第11条　本会の会議は、総会・常任役員会・理事会とする。

（総　会） 
第12条　総会は、本会の最高議決機関で、会長がこれを招集する。 
　　　　　
（常任役員会） 
第13条　常任役員会は、会長・名誉会長・副会長・事務局長・事務局次長・監事で構成する。
　　　　常任役員会は、本会の執行機関で、その任務は次の通りとする。
　　　　１．総会で議決された事項の執行
　　　　２．総会に提出する予算の編成、事業計画の立案、報告書の作成
　　　　３．予算の補正並びに決算書の作成
　　　　４．本会則の改正案の作成
　　　　５．その他必要と認める事項

（理事会） 
第14条　理事会の構成は、顧問、相談役、理事、常任役員とする。
　　　　理事会は会長が招集し、常任役員会の諮問事項を審議する。

（会議の議決） 
第15条　議決は出席会員の過半数による。 

（支　部） 
第16条　本会には、会員の多い地域・職域に支部を置くことができる。 
　　　　支部には支部長をおき、支部長は会長の委嘱により理事となる。
　　　　　

第５章　　会　　　計 
（運営経費）　 
第17条　本会の運営経費は、入会金・会費・寄付及びその他の収入をもってこれに充てる。 

（会計年度） 
第18条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日をもって終わる。 
　 

第６章　会則の改正
（会則の改正） 
第19条　会則の改正は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。  
　 
（付　則） 
　昭和29年11月25日改正
　昭和43年５月４日改正
　昭和44年５月８日改正
　平成３年５月４日改正
　平成７年５月３日改正
　平成23年５月４日改正
　平成26年５月４日改正
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　高知県立高知工業高等学校同窓会（以下「同窓会」といいます）は、個人情報の重要性を認め、以下の方針
に基づき個人情報の保護に努めます。
　同窓会は、会則の第2条「本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与すること
を目的とする。」の目的を達成するために、「個人情報の保護に関する法律」を遵守し以下の「個人情報の保
護に関する基本方針」を制定します。会員の個人情報の取り扱いと保護について、日本国における法令等に従
った個人情報の管理，利用を行ないます。
　

会員の皆さまの個人情報の取扱について
　ご提供頂きました個人情報に関しましては、同窓会事業にのみ使用させていただきます。 
　会員名簿への非掲載をご希望の場合は、その旨を同窓会事務局までお知らせください。 
　もしご連絡が無い場合は、個人情報の名簿掲載をご承諾頂いたものとして従来通りの名簿掲載をさせていた
だきます。  

個人情報の保護に関する基本方針
　同窓会は、個人情報保護の重要性を認識し、「個人情報の保護に関する法律」及びその他の関連法令等を遵
守して、会員に関わる個人情報の保護に努めるとともに、適正且つ公正な同窓会の事業活動を推進します。

１．個人情報の取得
　個人情報の取得にあたっては、適法かつ公正な手段で行います。

２．個人情報の利用目的
　個人情報は、同窓会会則の第2条に掲げる目的を達成するために、会員名簿の作成、会報及び高知県立高
知工業高等学校からの通信文書の送付など適正かつ公正な同窓会の運営に役立てる目的のみに利用します。

３．第三者への情報提供
　会員の同意を得ることなく会員以外の第三者に個人情報を提供しません。ただし、利用目的を確認し許容
の範囲内で、高知県立高知工業高等学校、同窓会各支部、同窓会役員等に、会員名簿記載事項等の個人情報
を提供することがあります。

４．個人情報の管理
　保有または新たに取得する個人情報は、これを正確かつ最新の状態に保ち、不正アクセス・紛失・破壊・
改ざんまたは漏洩などのないよう適切な管理を実施します。なお、業務遂行上、個人情報の保全管理を外部
に委託する場合は、契約書を締結して同様に適切な管理を実施します。

５．保有個人情報の開示、訂正、利用停止等
　本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・利用停止・消去等を求める権利を有していること
を認識し、会員よりこれらの要求がある場合には，法令に従い速やかに対応します。

６．法令等の遵守・個人情報の保護に関する基本方針の改定
　個人情報に関して適用される法令等を遵守するとともに、法令等の改正に従って、この個人情報の保護に
関する基本方針を改定するなど、継続的な改善・向上に努めます。

平成19年6月12日　　
平成30年4月15日改正

高知県立高知工業高等学校同窓会

高知県立高知工業高等学校同窓会個人情報保護に関する方針

　　　　　　　　　　　　　　　■個人情報についての問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　Tel：088-831-4133／Fax：088-831-4133
　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：kths2004dousoukai@leaf.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　高知県立高知工業高等学校同窓会事務局



キリトリ

住所変更・逝去について

住所変更・逝去の場合、下記のハガキ及び

同窓会ホームページお問い合わせコーナーで

お知らせください。



2920

令和 3年 12 月

1



－28－



－29－



－30－



－31－

本　社 〒781－8006　高知市萩町1丁目5番13号



和餐 
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愛媛・福島・名古屋・福岡

上海・天津・バンコク
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High
quality

Low
price

speedy

総合印刷
オフセット印刷・オンデマンド印刷

〒781-8008 高知市潮新町2丁目14-8
TEL（088）833-3412 /  FAX（088）831-2128
E-mail : sinsatsu@gmail.com

〒781-8008 高知市潮新町2丁目14-8
TEL（088）833-3412 /  FAX（088）831-2128
E-mail : sinsatsu@gmail.com

●
T
S
U
T
A
Y
A

　●
NTT

●サーパス

●
スター
バックス桟

橋
通
3
丁
目

至 

筆
山
ト
ン
ネ
ル

至 

鏡
川
大
橋

至 はりまや橋

至 桟橋

データから印刷・製本まで一貫した生産ラインで対応。

パンフレット
チラシ
ポスター
会社案内
カタログ
冊子
名刺
封筒
DM
etc. 

印刷のことならお気軽にご相談ください。見積り無料。

★
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払込票兼受領証

口  

座  

番  

号

金   

額

払
込
人
住
所
氏
名

料
　
　
金

特
殊
取
扱

円

加
入
者
名

高知県立
高知工業 高等学校同窓会
※

※

千 百 十 万 千 百 十 円

受 付 局 日 附 印（消費税込み）

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
郵
便
局
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

払　込　取　扱　票

0 0 9 6 0 0 7 6 2 2 6 0 0 9 6 0

7 6 2 2 6

0

02 大阪
口座番号 （右詰めにご記入ください） 金  

額

料  

金

※

※

特殊

取扱

高知県立
高知工業 高等学校同窓会

通
　
信
　
欄

加
入
者
名

払
込
人
住
所
氏
名

各
票
の
※
印
欄
は
、
払
込
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（郵便番号　　　　　　　　）

（電話番号　　　　　－　　　　　－　　　　　）

住所

氏名

卒年　　　　年　　　　科
大正
昭和
平成

裏面の注意事項をお読み下さい。（郵政事業庁）（私製承認大第4834号）

受
付
局
日
附
印

千 百 十 千 百 十 円万

通常払込料金
加 入 者 負 担

右詰めにご記入ください

通常払込
料金加入
者 負 担

※

会 費

会　費

・年 会 費  （1,500円）

・終身会費（20,000円）

同窓会会費　■ 年会費  1,500円

　　　　　　■ 終身会費（終身会員でない方）20,000円

　　　　　　　　　　　　　　　  をお願いします。





キリトリ

令和 3 年高知県立高知工業高等学校

同窓会総会・懇親会について

◎  総　会：□  ご出席
◎  懇親会：□  ご出席

懇親会へご出席の方は4/1までに会費の払込をお願いします。
（巻末とじ込みの払込票をご利用下さい）

□ 全日制・□ 定時制（T・S・H　　　年卒）

機・電・情・化・土・建

工芸・インテリア・総合デザイン

通信欄

ご芳名：

ご連絡先（携帯等）：

※この個人情報は高知県立高知工業高等学校同窓会活動
　以外では一切使用致しません。
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